
　
　

一　

は
じ
め
に

　

柿
本
人
麻
呂
歌
に
は
枕
詞
が
多
々
用
い
ら
れ
、
そ
の
多
様
性
、
独
創
性
等
、
そ

れ
ら
の
枕
詞
は
人
麻
呂
の
作
品
を
考
え
る
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
中
で
も
『
萬
葉
集
』
巻
二
、
挽
歌
の
部
に
収
載
さ
れ
る

「
日
並
皇
子
尊
殯
宮
之
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
一
首
」（
以
下
、「
日
並
皇
子
挽
歌
」

と
す
る
）
に
あ
る
人
麻
呂
歌
初
出
の
譬
喩
的
枕
詞
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の

文
字
表
現
を
中
心
に
そ
の
典
拠
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
日
並
皇
子
尊
と

は
、
天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
と
の
長
子
で
あ
る
草
壁
皇
子
の
こ
と
で
、
そ
の
殯
宮

の
時
の
作
と
題
詞
に
あ
る
歌
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
（
（  

。

　
　
　
　

日
並
皇
子
尊
殯
宮
之
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
一
首
并
短
歌

天あ
め

地つ
ち

之の　

初
は
じ
め
の

時と
き　

久ひ
さ

堅か
た

之の　

天
あ
ま
の

河か
は

原ら

尓に　

八や

百ほ

萬よ
ろ
づ

　

千ち

萬よ
ろ
づ

神か
み

之の　

神か
む

集
つ
ど
ひ

　

集
つ
ど
ひ

座い
ま
し

而て　

神か
む

分は
か
り

　

分
は
か
り

之し

時と
き

尓に　

天あ
ま

照て
ら
す

　

日ひ
る

女め

之の

命み
こ
と

　
一
云
、
指さ

し

上あ
が
る
　

日ひ
る

女め

之の

命み
こ
と
　

天あ
め

乎を

婆ば　

所し
ら

知し

食め
す

登と　

葦あ
し

原は
ら

乃の　

水み
づ

穂ほ

之の

國く
に

乎を　

天あ
め

地つ
ち

之の　

依よ
り

相あ
ひ

之の

極き
は
み
　

所し
ら

知し

行め
す　

神か
み

之の

命み
こ
と

等と　

天あ
ま

雲く
も

之の　

八や

重へ

掻か
き

別わ
け

而て　
一
云
、
天あ

ま

雲く
も

之の　

八や

重へ

雲く
も

別わ
け

而て　

神か
む

下く
だ
し　

座
い
ま
せ

奉ま
つ
り

之し　

高た
か

照て
ら
す

　

日ひ

之の

皇み

子こ

波は　

飛と
ぶ

鳥と
り

之の　

浄
き
よ
み

之の

宮み
や

尓に

　

神か
む

随な
が
ら

　

太ふ
と

布し
き

座ま
し

而て　

天す
め

皇ろ
き

之の　

敷し
き

座ま
す

國く
に

等と　

天
あ
ま
の

原は
ら　

石い
は

門と

乎を

開ひ
ら
き

　

神か
む

上あ
が
り　

上あ
が
り

座い
ま
し

奴ぬ　
一
云
、
神か

む

登の
ぼ
り

　

座
い
ま
し

尓に

之し

可か

婆ば　

吾わ
が

王お
ほ
き
み

　

皇み

子こ

之の

命み
こ
と

乃の　

天
あ
め
の

下し
た　

所し
ら

知し

食め
し

世せ

者ば　

春は
る

花は
な

之の　

貴
た
ふ
と

在か
ら
む

等と　

望も
ち

月づ
き

乃の　

満た
た

波は

之し

計け

武む

跡と　

天
あ
め
の

下し
た　

一

云
、
食を

す

國く
に
の
　

四よ

方も

之の

人ひ
と

乃の　

大お
ほ

船ぶ
ね

之の　

思
お
も
ひ

憑た
の
み

而て　

天
あ
ま
つ

水み
づ　

仰
あ
ふ
ぎ

而て

待ま
つ

尓に　

何い
か

方さ
ま

尓に　

御お
も

念ほ
し

食め
せ

可か　

由つ

縁れ

母も

無な
き　

真ま

弓ゆ
み

乃の

岡を
か

尓に　

宮み
や

柱ば
し
ら　

太ふ
と

布し
き

座い
ま
し
　

御み

在あ
ら

香か

乎を

　

高た
か

知し
り

座ま
し

而て　

明あ
さ

言こ
と

尓に　

御み

言こ
と

不と
は

御さ

問ず　

日ひ

月つ
き

之の　

數ま
ね

多く

成な
り

塗ぬ
れ　

其そ
こ

故ゆ
ゑ
に

　

皇み

子こ

之の

宮み
や

人ひ
と　

行ゆ
く

方へ

不し
ら

知ず

毛も　
一
云
、
刺さ

す

竹た
け

之の　

皇み

子こ
の

宮み
や

人ひ
と　

歸ゆ
く

邊へ

不し

知ら

尓に

為す�

�

（
巻
二

−

一
六
七
）

　
　

反
歌
二
首

久ひ
さ

堅か
た

乃の　

天あ
め

見み
る

如ご
と

久く　

仰
あ
ふ
ぎ

見み

之し　

皇み

子こ

乃の

御み

門か
ど

之の　

荒あ
れ

巻ま
く

惜を
し

毛も

�

（
巻
二

−

一
六
八
）

茜あ
か
ね

刺さ
す　

日ひ

者は

雖て
ら

照せ
れ

有ど　

烏ぬ
ば

玉た
ま

之の　

夜よ

渡わ
た
る

月つ
き

之の　

隠か
く

良ら

久く

惜を
し

毛も

�

（
巻
二

−

一
六
九
）

　

こ
の
長
歌
は
二
段
構
成
で
あ
り
、
後
半
部
は
「
吾わ
が

王お
ほ
き
み

　

皇み

子こ

之の

命み
こ
と

乃の

」
か
ら

で
あ
る
。
前
半
に
詠
ま
れ
る
「
神か
む

下く
だ
し　

座
い
ま
せ

奉ま
つ
り

之し　

高た
か

照て
ら
す

　

日ひ

之の

皇み

子こ

」
と
は
、

「
飛と
ぶ

鳥と
り

之の　

浄
き
よ
み

之の

宮み
や

尓に　

神か
む

随な
が
ら
　

太ふ
と

布し
き

座ま
し

而て

」
と
あ
り
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
に
て
統

治
を
さ
れ
た
天
武
天
皇
と
捉
え
ら
れ
る
。前
半
に
天
武
天
皇
の
叙
述
が
あ
る
の
は
、

後
半
に
描
か
れ
る
「
吾わ
が

王お
ほ
き
み
　

皇み

子こ

之の

命み
こ
と

」
と
呼
称
さ
れ
る
日
並
皇
子
を
天
武
天
皇

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容

　
　
　
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―

内
　
田
　
夫
　
美

二
三
一

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―



の
正
当
な
後
継
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
為
で
あ
ろ
う
（
（
（   

。
後
半
の
冒
頭
は
、
そ
の

皇
子
の
統
治
が
「
天あ
め
の

下し
た　

所し
ら

知し

食め
し

世せ

者ば

」
と
仮
定
の
形
で
「
春は
る

花は
な

之の　

貴た
ふ
と

在か
ら
む

等と

　

望も
ち

月づ
き

乃の　

満た
た

波は

之し

計け

武む

跡と

」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
春は
る

花は
な

之の

」
と
「
望も
ち

月づ
き

乃の

」
と
は
人
麻
呂
歌
初
出
の
譬
喩
的
枕
詞
で
あ
る
（
（
（   

。

　

土
橋
寛
氏
は
、
枕
詞
は
本
来
、
美
称
の
讃
め
詞
と
し
て
神
名
・
地
名
と
い
う
固

有
名
詞
の
上
に
冠
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
歌
謡
を
場
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
普
通
名
詞
に
冠
せ
ら
れ
る
美
的
称
辞
に
改
造
さ
れ
、
や
が
て
用
言
に
冠
す

る
枕
詞
が
現
れ
、
そ
れ
ら
は
そ
の
使
用
さ
れ
る
場
、
素
材
、
固
定
性
に
お
い
て
、

明
ら
か
に
固
有
名
詞
や
普
通
名
詞
に
冠
す
る
枕
詞
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
序
詞
に

近
い
、
と
述
べ
ら
れ
る
（
（
（  

。
こ
れ
は
枕
詞
を
時
系
列
的
に
見
た
も
の
で
も
あ
り
、

人
麻
呂
は
こ
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
歌
人
で
（
（
（   

、
今
回
検
証
す
る
枕
詞
も

用
言
に
か
か
る
。
澤
瀉
久
孝
氏
は
、
人
麻
呂
の
枕
詞
に
つ
い
て
、
そ
の
半
数
が
人

麻
呂
の
創
造
で
あ
り
、
記
紀
歌
謡
に
あ
る
伝
統
的
枕
詞
に
お
い
て
も
人
麻
呂
に
よ

る
独
自
の
解
釈
が
加
わ
り
、
人
麻
呂
の
枕
詞
は
意
味
を
持
っ
て
存
在
す
る
と
述
べ

ら
れ
る
（
（
（   

。

　
「
春は
る

花は
な

之の

」
と
「
望も
ち

月づ
き

乃の

」
と
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
「
貴
た
ふ
と

在か
ら
む」
と
「
満た
た

波は

之し

計け

武む

」
と
は
、
日
並
皇
子
の
理
想
的
な
統
治
の
姿
を
表
現
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
小

島
憲
之
氏
は
、
こ
の
人
麻
呂
の
「
春
花
之
」
が
外
来
的
な
も
の
か
ど
う
か
決
定
し

難
い
と
し
つ
つ
、「
枕
詞
は
そ
れ
自
身
と
そ
れ
に
続
く
語
句
と
の
連
結
に
よ
っ
て

そ
の
効
力
を
発
揮
す
る
。
筆
を
あ
や
つ
る
時
代
と
も
な
れ
ば
、
そ
の
つ
な
ぎ
の
仕

方
に
も
、
外
来
的
な
も
の
を
移
植
し
、「
万
葉
語
」
は
複
雑
化
し
て
ゆ
く
。」
と
人

麻
呂
の
時
代
に
お
け
る
枕
詞
の
漢
籍
に
よ
る
影
響
を
示
唆
さ
れ
る
（
（
（　

。
ま
た
、
身

﨑
壽
氏
は
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
に
つ
い
て
、
人
麻
呂
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
枕
詞
の
発
見
が
何
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
の
か
追
究
す
る
こ
と
こ
そ
課
題

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
さ
れ
（
（
（   

、
こ
の
表
現
は
出
典
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
。

　

人
麻
呂
の
枕
詞
の
文
字
表
現
を
見
る
と
、
漢
籍
よ
り
の
受
容
と
捉
え
ら
れ
る
も

の
が
何
例
か
あ
る
（
（
（  

。
例
え
ば
、「
樛つ

が

木の
き

乃の　

弥い
や

継つ
ぎ

嗣つ
ぎ

尓に

」（
巻
一

−

二
九
）
の
「
樛

木
」
の
文
字
表
現
は
、『
毛
詩
』（
国
風
、
周
南
、
樛
木
三
章
章
四
句
）
の
「
南
有
二

樛
木
一　

葛
藟
纍
レ
之
…
」
よ
り
の
引
用
で
、「
三も

五ち

月づ
き

之の　

益い
や

目め

頬づ
ら

染し
み

」（
巻
二

−
一
九
六
）
の
「
三
五
月
」
も
詩
語
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
典
拠
の
あ
る
語

で
あ
り
、「
黄

も
み
ち

葉ば

乃の　

過
す
ぎ
て

伊い

去に
き

等と

」（
巻
二

−

二
〇
七
）
の
「
黄
葉
」
も
六
朝
か
ら

初
唐
ま
で
一
般
に
通
行
す
る
中
国
の
例
が
『
萬
葉
集
』
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
（
（（
（   

。

一
方
、
特
別
な
も
の
で
な
く
と
も
漢
籍
よ
り
の
引
用
と
想
定
さ
れ
る
文
字
表
現
も

あ
る
。
例
え
ば
、「
春
草
之
」
で
あ
る
。
小
島
憲
之
氏
は
、「
春
草
」
と
い
う
中
国

文
学
的
情
感
を
も
つ
語
を
そ
の
ま
ま
「
春は
る

草く
さ

」
と
い
う
歌
語
と
し
て
成
立
さ
せ
た

も
の
と
さ
れ
つ
つ
、但
し
枕
詞
と
し
て
の
「
春
草
の
」
を
除
く
と
さ
れ
る
（
（（
（　

。
だ
が
、

漢
籍
の
「
春
草
」
に
は
悲
哀
の
意
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
あ
る
も

の
は
楚
辞
に
あ
る
「
招
隠
士
」
を
典
拠
と
す
る
が
、
な
い
も
の
は
本
来
の
春
草
の

持
つ
清
新
の
気
に
満
ち
た
姿
を
詠
ん
だ
も
の
で
（
（（
（　

、『
萬
葉
集
』
の
枕
詞
と
し
て

用
い
ら
れ
る
「
春
草
之
」
の
中
に
も
そ
れ
は
あ
る
と
言
え
、
漢
籍
よ
り
の
引
用
に

枕
詞
を
除
く
必
要
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
高
市
皇
子
挽
歌
の
「
朝あ

さ

霜し
も

之の　

消け
な

者ば

消け
と

言い
ふ

尓に

」（
巻
二

−

一
九
九
、
異
伝
歌
）
の
「
朝
霜
」
も
（
（（
（　

、

　
　

送
二
應
氏
一
詩
二
首
（
第
二
詩
）�

魏
、
曹
植

　

○
清
時
難
二
屢
得
一　

嘉
會
不
レ
可
レ
常　

天
地
無
二
終
極
一　

人
命
若
二
朝
霜
一
…

（『
文
選
』
巻
第
二
十
）

　
　

楽
府
十
七
首
、
短
歌
行�

晉
、
陸
機

二
三
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



　

○
置
二
酒
高
堂
一　

悲
歌
臨
レ
觴　

人
壽
幾
何　

逝
如
二
朝
霜
一
…

（『
文
選
』
巻
第
二
十
八
）

と
漢
籍
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
漢
籍
の
用
例
は
人
命
を
朝
霜
の
消
え
や
す
さ
に
譬
え

て
い
る
。
人
麻
呂
の
「
朝あ

さ

霜し
も

之の　

消け
ぬ

」
も
人
の
命
の
消
え
や
す
さ
を
詠
む
の
で
あ

り
、
そ
の
典
拠
は
こ
れ
ら
の
漢
籍
に
求
め
ら
れ
る
（
（（
（　

。
高
市
皇
子
挽
歌
の
「
露つ

ゆ

霜し
も

之の　

消け
な

者ば

消け
ぬ
べ

久く

」（
巻
二

−

一
九
九
、
本
文
歌
）
の
「
露
霜
」
が
命
と
か
か
わ
る

例
は
仏
典
に
あ
る
と
い
う
（
（（
（　

。

　

枕
詞
で
あ
る
「
春は
る

花は
な

之の

」
や
「
望も
ち

月づ
き

乃の

」
と
い
う
二
例
の
出
典
や
発
想
に
も
、

漢
籍
等
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
可
能
性
と
表
現

意
図
に
つ
い
て
、
人
麻
呂
の
枕
詞
の
創
造
方
法
を
踏
ま
え
つ
つ
、
考
察
し
て
い
く
。

　
　

二　
「
春
花
之
」 

―
「
春
草
」と
の
比
較
を
通
し
て
―

　

ま
ず
、
本
章
で
は
「
春
花
之
」
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
そ
の
際
に
「
春
花
」
と

類
似
す
る
点
の
見
ら
れ
る
「
春
草
」
も
検
証
対
象
と
し
て
両
者
の
性
質
を
明
ら
か

に
し
つ
つ
進
め
る
。
な
お
「
春
草
」
に
つ
い
て
は
『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
九
号

（
二
〇
二
一
年
十
一
月
刊
）
に
て
漢
籍
の
例
を
中
心
に
検
証
を
行
っ
て
お
り
（
（（
（　

、

こ
こ
で
は
そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
考
察
す
る
。

　
『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
「
春
草
」
の
用
例
は
、

　
　
　
　

過
二
近
江
荒
都
一
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌

…
春は

る

草く
さ

之の　

茂
し
げ
く

生お
ひ

有た
る　

霞
か
す
み

立た
ち　

春は
る

日ひ

之の

霧き
れ

流る　
或
云
、
霞

か
す
み

立た
ち　

春は
る

日ひ

香か

霧き
れ

流る　

夏な
つ

草く
さ

香か　

繁
し
げ
く

成な
り

奴ぬ

留る　

百も
も

磯し

城き

之の　

大お
ほ

宮み
や

處と
こ
ろ
　

見み
れ

者ば

悲か
な
し

毛も　
或
云
、
見み

れ

者ば　

左さ

夫ぶ

思し

母も�

（
巻
一

−

二
九
）

　
　

長
皇
子
遊
二
獦
路
池
一
之
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
一
首
并
短
歌

…
久ひ
さ

堅か
た

乃の　

天あ
め

見み
る

如ご
と

久く　

真ま

十そ

鏡か
が
み　

仰
あ
ふ
ぎ

而て

雖み
れ

見ど　

春は
る

草く
さ

之の　

益い
や

目め

頬づ
ら

四し

寸き　

吾わ
が

於お

富ほ

吉き

美み

可か

聞も�

（
巻
三

−

二
三
九
）

　
　

市
原
王
宴
禱
二
父
安
貴
王
一
歌
一
首

春は
る

草く
さ

者は　

後の
ち

波は

落う
つ

易ろ
ふ　

巖
い
は
ほ

成な
す　

常と
き

磐は

尓に

座い
ま
せ　

貴
た
ふ
と
き

吾あ
が

君き
み

（
巻
六

−

九
八
八
）

　
　

泉
河
邊
作
歌
一
首

春は
る

草く
さ
を

　

馬う
ま

咋く
ひ

山や
ま

自ゆ　

越こ
え

来く

奈な

流る　

鴈
か
り
の

使つ
か
ひ

者は　

宿
や
ど
り

過す
ぐ

奈な

利り（
巻
九

−

一
七
〇
八
）

　
　

寄
レ
草
（
第
二
歌
）

春は
る

草く
さ

之の　

繁
し
げ
き

吾あ
が

戀こ
ひ　

大お
ほ
き

海う
み
の

　

方へ
に

徃ゆ
く

浪な
み

之の　

千ち

重へ
に

積
つ
も
り
ぬ

（
巻
十

−

一
九
二
〇
）

と
五
例
あ
る
。
ま
た
、『
萬
葉
集
』
に
「
は
る
は
な
の
」
は
、

　
　

悲
二
寧
樂
故
郷
一
作
歌
一
首
并
短
歌

…
春は

る

花は
な

乃の　

遷
う
つ
ろ

日ひ

易か
は
り
　

村む
ら

鳥と
り

乃の　

旦あ
さ

立だ
ち

徃ゆ
け

者ば　

刺さ
す

竹た
け

之の　

大お
ほ

宮み
や

人ひ
と

能の　

蹈ふ
み

平な
ら

之し　

通
か
よ
ひ

之し

道み
ち

者は　

馬う
ま

裳も

不ゆ
か

行ず　

人ひ
と

裳も

徃ゆ
か

莫ね

者ば　

荒あ
れ

尓に

異け

類る

香か

聞も

（
巻
六

−

一
〇
四
七
）

　
　

懽
レ
逢

住す
み
の

吉え

之の　

里さ
と

行ゆ
き

之し

鹿か

齒ば　

春は
る

花は
な

乃の　

益い
や

希め
づ
ら

見し
き　

君
き
み
に

相あ
へ
る

香か

聞も

（
巻
十

−

一
八
八
六
）

　
　

忽
沈
二
枉
疾
一
殆
臨
二
泉
路
一　

仍
作
二
歌
詞
一
以
申
二
悲
緒
一
一
首
并
短
歌

　
　
（
第
一
反
歌
）

世よ
の

間な
か

波は　

加か

受ず

奈な

枳き

物も

能の

可か　

春は
る

花は
な

乃の　

知ち

里り

能の

麻ま

我が

比ひ

尓に　

思し

奴ぬ

倍べ

吉き

於お

母も

倍へ

婆ば�

（
巻
十
七

−

三
九
六
三
）

二
三
三

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―



　
　

更
贈
歌
一
首
并
短
歌

…
春は

る

花は
な

乃の　

佐さ

家け

流る

左さ

加か

里り

尓に　

於お

毛も

敷ふ

度ど

知ち　

多た

乎を

里り

可か

射ざ

佐さ

受ず　

波は

流る

乃の

野の

能の　

之し

氣げ

美み

登と

妣び

久く

く々　

鸎
う
ぐ
ひ
す
の
　

音こ
ゑ

太だ

尓に

伎き

加か

受ず　

乎を

登と

賣め

良ら

我が　

春は
る

菜な

都つ

麻ま

須す

等と

…�

（
巻
十
七

−

三
九
六
九
）

　
　

述
二
戀
緒
一
歌
一
一
首
并
短
歌

…
春は

る

花は
な

乃の　

宇う

都つ

呂ろ

布ふ

麻ま

泥で

尓に　

相あ
ひ

見み

祢ね

婆ば　

伊い

多た

母も

須す

敝べ

奈な

美み　

之し

伎き

多た

倍へ

能の　

蘇そ

泥で

可か

敝へ

之し

都つ

追つ　

宿ぬ
る

夜よ

於お

知ち

受ず　

伊い

米め

尓に

波は

見み

礼れ

登ど　

宇う

都つ

追つ

尓に

之し　

多た

太だ

尓に

安あ

良ら

祢ね

婆ば

…�

（
巻
十
七

−

三
九
七
八
）

　
　

述
二
戀
緒
一
歌
一
首
（
第
四
反
歌
）

春は
る

花は
な

能の　

宇う

都つ

路ろ

布ふ

麻ま

泥で

尓に　

相あ
ひ

見み

祢ね

婆ば　

月つ
き

日ひ

餘よ

美み

都つ

追つ　

伊い

母も

麻ま

都つ

良ら

牟む

曽そ�

（
巻
十
七

−
三
九
八
二
）

　
　

二
上
山
賦
一
首

…
波は

流る

波は

奈な

乃の　

佐さ

家け

流る

左さ

加か

利り

尓に　

安あ

吉き

能の

葉は

乃の　

尓に

保ほ

敝へ

流る

等と

伎き

尓に　

出い
で

立た
ち

氐て　

布ふ

里り

佐さ

氣け

見み

礼れ

婆ば　

可か

牟む

加か

良ら

夜や　

曽そ

許こ

婆ば

多た

敷ふ

刀と

伎き　

夜や

麻ま

可か

良ら

夜や　

見み

我が

保ほ

之し

加か

良ら

武む

…�

（
巻
十
七

−

三
九
八
五
）

　
　

教
二
喩
史
生
尾
張
少
咋
一
歌
一
首
并
短
歌

…
春は

る

花は
な

能の　

佐さ

可か

里り

裳も

安あ

良ら

牟む

等と　

末ま

多た

之し

家け

牟む　

等と

吉き

能の

沙さ

加か

利り

曽そ　

波は

奈な

礼れ

居ゐ

弖て　

奈な

介げ

可か

須す

移い

母も

我が　

何い
つ

時し

可か

毛も　

都つ

可か

比ひ

能の

許こ

牟む

等と　

末ま

多た

須す

良ら

无む　

心
こ
こ
ろ

左さ

夫ぶ

之し

苦く

…�

（
巻
十
八

−

四
一
〇
六
）

　
　

六
日
遊
二
覧
布
勢
水
海
一
作
歌
一
首
并
短
歌

…
春は

る

花は
な

之の　

繁
し
げ
き

盛さ
か
り

尓に　

秋
あ
き
の

葉は

乃の　

黄も
み

色た
む

時と
き

尓に　

安あ

里り

我が

欲よ

比ひ　

見み

都つ

追つ

思し

努の

波は

米め　

此こ
の

布ふ

勢せ

能の

海う
み

乎を�

（
巻
十
九

−

四
一
八
七
）

　
　

追
二
同
處
女
墓
一
歌
一
首
并
短
歌

…
春は

る

花は
な

乃の　

尓に

太ほ

要え

盛さ
か
え

而て　

秋
あ
き
の

葉は

之の　

尓に

保ほ

比ひ

尓に

照て
れ

有る　

惜
あ
た
ら
し
き
　

身み

之の

壮
さ
か
り

尚す
ら　

大ま
す

夫ら
を

之の　

語こ
と

勞
い
た
は
し

美み　

父ち
ち

母は
は

尓に　

啓
ま
を
し

別わ
か
れ

而て

…
（
巻
十
九

−

四
二
一
一
）

等
、「
日
並
皇
子
挽
歌
」
以
外
に
十
の
用
例
あ
り
、
そ
の
内
、
八
例
は
大
伴
家
持

に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
（（
（　

。

　

こ
れ
ら
を
見
る
と
、「
春
草
（
之
）」
と
「
春
花
（
乃
）」
と
は
そ
の
用
法
が
、

　
　

長
皇
子
遊
二
獦
路
池
一
之
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
一
首
并
短
歌

…
春は

る

草く
さ

之の　

益い
や

目め

頬づ
ら

四し

寸き　

吾わ
が

於お

富ほ

吉き

美み

可か

聞も�

（
巻
三

−

二
三
九
）

　
　

懽
レ
逢

…
春は

る

花は
な

乃の　

益い
や

希め
づ
ら

見し
き　

君
き
み
に

相あ
へ
る

香か

聞も�

（
巻
十

−

一
八
八
六
）

　
　

市
原
王
宴
禱
二
父
安
貴
王
一
歌
一
首

春は
る

草く
さ

者は　

後の
ち

波は

落う
つ

易ろ
ふ　

巖
い
は
ほ

成な
す　

常と
き

磐は

尓に

座い
ま
せ…�

（
巻
六

−

九
八
八
）

　
　

悲
二
寧
樂
故
郷
一
作
歌
一
首
并
短
歌

…
春は

る

花は
な

乃の　

遷
う
つ
ろ

日ひ

易か
は
り

　

村む
ら

鳥と
り

乃の　

旦あ
さ

立だ
ち

徃ゆ
け

者ば

… �

（
巻
六

−

一
〇
四
七
）

等
、
似
て
い
る
。
言
葉
の
類
似
だ
け
で
は
な
く
。
二
三
九
番
歌
の
「
春
草
」
や

一
八
八
六
番
歌
の
「
春
花
」
は
、
共
に
譬
喩
的
枕
詞
で
悲
哀
の
意
が
な
く
、「
う

つ
ろ
ふ
」（
移
り
変
わ
っ
て
い
く
）
に
か
か
る
九
八
八
番
歌
の
「
春
草
」
や

一
〇
四
七
番
歌
の
「
春
花
」
は
悲
哀
の
意
を
持
つ
な
ど
、
悲
哀
の
有
無
等
も
共
通

す
る
。

　

漢
籍
の
「
春
草
」
に
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、

　
　

招
隠
士
一
首�

漢
、
劉
安

…
王
孫
遊
兮
不
レ
歸　

春
草
生
兮
萋
萋　

歳
暮
兮
不
二
自
聊
一　

蟪
蛄
鳴
兮
啾

啾
…
（
中
略
）
…
王
孫
兮
歸
來　

山
中
兮
不
レ
可
二
以
久
留
一

二
三
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



（『
文
選
』
巻
第
三
十
三
）

と
詠
む
「
招
隠
士
」
を
典
拠
と
し
（
（（
（　

、

　
　

登
二
池
上
樓
一
一
首�

南
朝
宋
、
謝
霊
運

○
…
池
塘
生
二
春
草
一　

園
柳
變
二
鳴
禽
一　

祁
祁
傷
二
豳
歌
一　

萋
萋
感
二
楚
吟
一

索
居
易
二
永
久
一　

離
羣
難
レ
處
レ
心
…�

（『
文
選
』
巻
第
二
十
二
）

　
　

古
詩
八
首
（
第
八
首
）

○
穆
穆
清
風
至　

吹
我
羅
裳
裾　

青
袍
似
二
春
草
一　

長
條
隨
レ
風
舒　

朝
登
二

津
梁
上
一　

褰
レ
裳
望
レ
所
レ
思　

安
得
二
抱
柱
信　

皎
日
以
為
一
レ
期　

（『
玉
臺
新
詠
』
巻
第
一
）

　
　

別
賦�

梁
、
江
淹

○
春
草
碧
色
、
春
水
淥
波
。
送
二
君
南
浦
一
、
傷
如
レ
之
何
。
至
二
乃
秋
露
如
レ
珠
、

秋
月
如
一
レ
珪
。
明
月
白
露
、
光
陰
往
來
。
與
レ
子
之
別
、
思
心
徘
徊
。
…

（『
文
選
』
巻
第
十
六
）

等
、「
悲
哀
」
の
意
の
あ
る
「
春
草
」
が
あ
る
。

　

一
方
、「
招
隠
士
」
を
典
拠
と
し
な
い
「
春
草
」
は
（
（（
（　

、

　
　

擬
古
三
首
（
第
一
首
）�

南
朝
宋
、
鮑
照

○
…
獸
肥
春
草
短　

飛
レ
鞚
越
二
平
陸
一　

朝
遊
二
鴈
門
上
一　

暮
還
二
樓
煩
宿
一

石
梁
有
二
餘
勁
一　

驚
雀
無
二
全
目
一
…�

（『
文
選
』
巻
第
三
十
一
）

　
　

三
日�

南
朝
宋
、
鮑
照

○
…
提
レ
觴
野
中
飲　

愛
愛
煙
未
レ
開　

露
色
染
二
春
草
一　

泉
源
潔
二
冰
苔
一　

泥
泥
濡
二
露
條
一　

嫋
嫋
承
二
風
栽
一
…�

（『
鮑
氏
集
』
巻
第
八
）

等
、
春
の
景
物
を
述
べ
そ
の
美
し
さ
を
表
す
も
の
で
、「
悲
哀
」
の
意
は
な
い
。

　

漢
籍
に
お
け
る
「
春
花
」
も
（
（（
（　

、

　
　

獨
不
見�

梁
、
柳
惲

○
別
島
望
風
臺　

天
淵
臨
水
殿　

芳
草
生
未
レ
積　

春
花
落
如
レ
霰　

出
從
張

公
子　

還
過
趙
飛
燕　

奉
レ
帚
長
信
宮　

誰
知
獨
不
見（『

玉
臺
新
詠
』
巻
第
五
）

○
梁
庾
成
師
遠
期
篇
曰
、
憶
別
春
花
飛　

已
見
秋
葉
稀　

涙
粉
羞
二
明
鏡
一　

愁
帶
減
二
寬
衣
一　

得
レ
書
言
未
レ
及　

夢
見
道
應
レ
歸　

坐
使
二
紅
顏
歇
一　

獨
掩
二
青
樓
扉
一�

（『
藝
文
類
聚
』
卷
第
四
十
二
、
樂
部
二
、
樂
府
）

と
、
第
一
詩
は
「
夫
を
思
う
の
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
、
夫
と
離
れ
て
独

り
い
る
妻
の
悲
し
み
を
「
春
花
落
つ
」
す
な
わ
ち
「
散
る
」
と
表
現
し
、「
春
花
」

は
景
で
あ
り
つ
つ
妻
の
悲
哀
を
象
徴
す
る
。
第
二
詩
は
「
憶
別
春
花
飛　

已
見
秋

葉
稀
」（
別
れ
た
時
に
は
春
花
が
飛
び
、
今
は
す
で
に
秋
の
葉
を
ま
ば
ら
に
見
る
）

と
、「
春
花
」
と
「
秋
葉
」
と
を
対
照
さ
せ
て
時
の
推
移
を
表
現
し
、
そ
の
間
の

別
れ
て
会
え
な
い
悲
し
み
を
詠
み
、共
に
「
春
花
」
に
「
悲
哀
」
の
意
が
あ
る
（
（（
（　

。

同
様
に
、

○
梁
元
帝
…（
中
略
）…
又
代
二
舊
姬
一
有
レ
怨
詩
曰
、
寧
為
二
萬
里
隔
一　

乍
作
二

死
生
離
一　

那
堪
眼
前
見　

故
愛
逐
レ
新
移　

未
レ
展
春
花
落　

遽
被
二
涼
風

吹
一　

怨
黛
舒
還
斂　

啼
紅
拭
復
垂　

誰
能
巧
為
レ
賦　

黃
金
妾
不
レ
貲

（『
藝
文
類
聚
』
卷
第
三
十
二
、
人
部
十
六
、
閨
情
）

○
梁
元
帝
蕩
婦
秋
思
賦
曰
、
蕩
子
之
別
十
年
、
倡
婦
之
居
自
憐
。
…
（
中
略
）

…
秋
風
起
兮
秋
葉
飛
、
春
花
落
兮
春
日
暉
。
春
日
遲
遲
猶
可
レ
至
、
客
子
行

行
終
不
レ
歸
。�

（『
藝
文
類
聚
』
卷
第
三
十
二
、
人
部
十
六
、
閨
情
）

等
は
、
秋
風
（
涼
風
）
と
対
照
さ
せ
て
「
春
花
落
」
と
詠
み
、
時
の
推
移
を
表
し

て
、
そ
の
間
の
捨
て
ら
れ
た
苦
し
み
や
客
子
（
旅
人
の
意
。
夫
で
あ
ろ
う
）
の
戻

二
三
五

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―



ら
ぬ
悲
し
み
を
詠
む
。
ま
た
、

梁
元
帝
關
山
月
曰
、
朝
望
清
波
道　

夜
上
白
登
臺　

月
中
含
二
桂
樹
一　

流

影
自
徘
徊　

寒
沙
逐
レ
風
起　

春
花
犯
レ
雪
開　

夜
長
無
二
與
晤
一　

衣
單
誰

為
裁�

（『
藝
文
類
聚
』
卷
第
四
十
二
、
樂
部
二
、
樂
府
）

も
別
離
の
悲
し
み
を
詠
む
中
に
「
春
花
」
が
あ
り
、
春
の
景
色
を
詠
む
、

梁
元
帝
春
日
詩
曰
、
春
還
春
節
美　

春
日
春
風
過
…
（
中
略
）
…
春
結
詎
能

申　

欲
レ
道
二
春
園
趣
一　

復
憶
二
春
時
人
一　

春
人
竟
何
在　

空
爽
上
春
期　

獨
念
春
花
落　

還
似
昔
春
時�
（『
藝
文
類
聚
』
卷
第
三
、
歲
時
上
、
春
）

の
「
春
花
落
」
も
、「
春
花
」
の
散
る
の
を
見
て
昔
の
春
を
思
い
、
感
傷
的
に
な

る
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
春
花
」
に
も
悲
哀
が
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、「
春
花
」
に
も
（
（（
（　

、

○
魏
陳
王
曹
植
詩
曰
、
有
二
美
一
人
一　

被
レ
服
二
纖
羅
一　

妖
姿
豔
麗　

蓊
若
二

春
花
一　

紅
顏
韡
曄　

雲
髻
峨
峨　

彈
レ
琴
撫
レ
節  
為
レ
我
弦
レ
歌　

清
濁
齊

均　

既
亮
且
和　

取
樂
二
今
日
一　

遑
恤
二
其
他
一

（『
藝
文
類
聚
』
卷
第
十
八
、
人
部
二
、
美
婦
人
）

　
　

贈
二
長
沙
公
一
（
第
二
詩
）�

東
晉
、
陶
淵
明

○
於
穆
令
族　

允
構
二
斯
堂
一　

諧
氣
冬
暄　

映
レ
懷
圭
璋　

爰
采
二
春
花
一　

載

警
二
秋
霜
一　

我
曰
欽
哉　

實
宗
之
光�

（『
陶
淵
明
集
』
巻
之
一
）

　
　

中
興
歌
十
首
（
第
七
詩
）�

南
朝
宋
、
鮑
照

○
九
月
秋
水
清　

三
月
春
花
滋　

千
金
逐
二
良
日
一　

皆
競
二
中
興
時
一　

（『
鮑
氏
集
』
巻
第
七
）

　
　

南
苑
還
看
レ
人�

梁
、
庾
肩
吾

○
春
花
競
二
玉
顏
一　

俱
折
復
俱
攀　

細
腰
宜
二
窄
衣
一　

長
釵
巧
挾
レ
鬟　

洛
橋

初
度
レ
燭　

青
門
欲
レ
上
レ
關　

中
人
應
レ
有
レ
望　

上
客
莫
前
還

（『
玉
臺
新
詠
』
巻
第
八
）

等
、
悲
哀
の
意
の
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
自
然
に
咲
く
「
春
花
」
の
美
し

さ
に
基
づ
き
発
生
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
漢
籍
に
お
け
る
「
春
草
」
と
「
春
花
」
に
も
、
日
本
の
用
例
と

同
じ
く
、
悲
哀
の
意
の
有
る
も
の
や
な
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、「
春

草
碧
色
、春
水
淥
波
。
…
至
二
乃
秋
露
如
レ
珠
、秋
月
如
一
レ
珪
」（
梁
、江
淹
「
別
賦
」、

『
文
選
』
巻
第
十
六
）、「
秋
風
起
兮
秋
葉
飛
、春
花
落
兮
春
日
暉
」（
梁
、元
帝
「
蕩

婦
秋
思
賦
」、『
藝
文
類
聚
』
卷
第
三
十
二
）
の
よ
う
に
、
時
の
経
過
を
表
す
の
に

「
春
」
や
「
秋
」
の
季
節
の
風
物
を
繰
り
返
し
、
そ
の
中
に
「
春
草
」
や
「
春
花
」

を
詠
み
込
む
等
、
漢
籍
に
お
け
る
「
春
草
」
と
「
春
花
」
と
の
表
現
方
法
は
似
て

い
る
。「
春
草
」
の
す
べ
て
が
漢
籍
よ
り
の
受
容
と
想
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、「
春
花
」

も
同
様
に
す
べ
て
漢
籍
よ
り
受
容
さ
れ
た
表
現
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
但

し
、「
春
草
」
に
は
「
招
隠
士
」
と
い
う
古
い
典
拠
が
あ
る
の
に
対
し
て
「
春
花
」

に
は
そ
の
よ
う
な
古
い
典
拠
は
な
く
、
魏
の
曹
植
の
も
の
が
最
初
で
あ
る
。
次
に

位
置
す
る
の
は
東
晉
の
陶
淵
明
の
「
春
花
」
で
、
そ
れ
に
続
く
の
が
南
朝
宋
の
鮑

照
の
「
春
花
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
詩
に
悲
哀
の
意
は
な
い
。
梁
代
に
入
っ
て
、

先
述
し
た
よ
う
な
「
春
花
落
」
と
い
う
表
現
な
ど
が
現
れ
、
初
め
て
悲
哀
の
意
が

伴
う
よ
う
に
な
る
。

　

本
来
、
枕
詞
と
は
讃
辞
で
あ
る
。「
日
並
皇
子
挽
歌
」
と
同
じ
く
人
麻
呂
が
詠

む
長
皇
子
を
寿
ぐ
「
春は

る

草く
さ

之の　

益い
や

目め

頬づ
ら

四し

寸き

」（
巻
三

−

二
三
九
）
の
枕
詞
「
春

草
之
」
に
も
悲
哀
の
意
は
な
い
。
殊
に
、
日
並
皇
子
の
統
治
は
仮
で
あ
っ
て
も
賞

讃
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。「
日
並
皇
子
挽
歌
」
の
「
春
花
」
が
漢
籍
の
影
響

二
三
六
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を
受
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
悲
哀
の
意
の
な
い
「
春
花
」
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
。悲
哀
の
意
の
な
い
魏
の
曹
植
詩
の「
春
花
」は
美
人
の
美
し
い
姿
を
譬
え
る
（
（（
（　

。

東
晉
の
陶
淵
明
詩
の
「
春
花
」
は
「
贈
二
長
沙
公
一
」
と
題
す
る
第
二
詩
に
あ
り
（
（（
（　

、

「
爰
采
二
春
花
一　

載
警
二
秋
霜
一
」
と
「
秋
霜
」
と
対
照
し
て
詠
ま
れ
る
。
こ
の
「
春

花
」
は
、
長
沙
公
の
若
く
才
華
（
才
能
）
に
富
む
こ
と
の
譬
え
で
あ
り
（
（（
（　

、
若
き

人
物
の
才
華
を
賞
讃
し
て
譬
え
る
点
が
注
視
さ
れ
る
。

　

南
朝
宋
の
鮑
照
詩
の
「
春
花
」
は
、「
中
興
歌
」
と
い
う
天
子
を
讃
美
す
る
十

首
の
中
に
あ
る
。「
中
興
歌
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
（（
（　

。

　
　
　

中
興
歌
十
首�

南
朝
宋
、
鮑
照

1
千
冬
逢
二
一
春
一　

萬
夜
見
二
朝
日
一　

生
平
値
二
中
興
一　

歡
起
百
憂
畢

2
中
興
太
平
運　

化
清
四
海
樂　

祥
景
照
二
玉
臺
一　

紫
煙
遊
二
鳳
閣
一

3
碧
樓
舎
二
夜
月
一　

紫
殿
爭
二
朝
光
一　

綵
墀
散
二
蘭
麝
一　

風
起
自
生
レ
芳

4
白
日
照
二
前
窗
一　

玲
瓏
綺
羅
中　

美
人
掩
二
輕
扇
一　

含
レ
思
歌
二
春
風
一

5
三
五
容
色
満　

四
五
妙
華
歇　

已
輸
二
春
日
歡
一　

分
隨
二
秋
光
一
設

6
北
出
二
湖
邊
一
戲　

前
還
二
苑
中
一
遊　

飛
縠
繞
二
長
松
一　

馳
管
逐
レ
波
流

7
九
月
秋
水
清　

三
月
春
花
滋　

千
金
逐
二
良
日
一　

皆
競
二
中
興
時
一

8
窮
泰
已
有
レ
分　

壽
夭
復
屬
レ
天　

既
見
二
中
興
樂
一　

莫
二
持
レ
憂
自
煎
一

9
襄
陽
是
小
地　

壽
陽
非
二
帝
城
一　

今
日
中
興
樂　

遙
治
在
二
上
京
一

10
梅
花
一
時
豔　

竹
葉
千
年
色　

願
君
松
柏
心　

採
レ
照
無
二
窮
極
一

（『
鮑
氏
集
』
巻
第
七
）〈
数
字
は
稿
者
に
よ
る
〉

　
「
中
興
歌
」
の
意
図
は
新
た
に
即
位
し
た
天
子
の
威
徳
を
讃
え
て
そ
の
繁
栄
を

祈
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
七
詩
に
「
春
花
」
は
「
秋
水
」
と
対
照
し
て
用
い
ら

れ
、「
九
月
は
秋
水
が
清
く
、
三
月
は
春
花
が
盛
ん
に
咲
く
」
と
、
秋
と
春
の
穏

や
か
な
景
色
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
穏
や
か
な
景
色
が
あ
る
の
は
天
子

の
統
治
が
良
い
か
ら
で
あ
り
、そ
こ
に
既
に
賞
讃
の
意
が
あ
る
。
そ
の
上
、「
秋
水
」

は
『
荘
子
』
に
あ
る
言
葉
で
、
そ
の
水
が
清
い
と
い
う
の
は
、
古
来
黄
河
が
澄
む

時
に
聖
天
子
が
現
れ
る
と
い
う
故
事
を
想
起
さ
せ
る
（
（（
（　

。「
秋
水
清
」
は
聖
天
子

の
意
を
包
含
さ
せ
て
天
子
を
賞
讃
す
る
と
言
え
よ
う
。「
春
花
」も
景
を
詠
み
つ
つ
、

陶
淵
明
詩
に
倣
っ
て
（
（（
（　

、天
子
の
若
き
才
華
を
譬
え
る
意
の
包
含
が
想
定
さ
れ
る
。

中
森
健
二
氏
は
こ
の
天
子
を
南
朝
宋
の
孝
武
帝
と
さ
れ
、
孝
武
帝
が
即
位
し
た
後

に
詠
ま
れ
た
「
侍
二
宴
覆
舟
山
一
二
首
」
と
同
じ
頃
に
「
中
興
歌
」
も
詠
ま
れ
た

の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
（
（（
（　

。
南
朝
宋
の
孝
武
帝
は
二
十
三
歳
の
年
に
即
位
し

た
若
き
皇
帝
で
あ
り
（
（（
（　

、「
春
花
」
が
若
き
才
華
の
譬
え
な
ら
ば
、
そ
の
対
象
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

　

そ
の
天
子
を
讃
え
た
譬
喩
を
引
用
し
、
日
並
皇
子
の
賞
讃
に
置
き
換
え
、
日

並
皇
子
賞
讃
の
意
を
包
含
さ
せ
た
の
が
、「
日
並
皇
子
挽
歌
」
の
「
春
花
之
」
で

は
な
い
か
。「
春
花
之
」
が
導
く
「
貴
」
に
つ
い
て
、
小
島
憲
之
氏
は
日
並
皇
子

の
人
格
に
つ
い
て
の
評
価
を
も
兼
ね
合
わ
せ
つ
つ
、「
タ
フ
ト
シ
は
語
源
的
に
い

え
ば
「
タ
太
シ
」
で
あ
ろ
う
。
盛
ん
で
豊
か
な
う
る
わ
し
さ
が
こ
れ
に
あ
た
る
。」

と
春
の
花
が
盛
ん
に
咲
き
ほ
こ
る
状
態
と
さ
れ
た
（
（（
（　

。
こ
れ
は
鮑
照
が
若
き
天
子

を
賞
讃
し
て「
春
花
滋
」と
詠
む
方
法
に
合
致
す
る
。ま
た
、『
説
文
解
字
』
（
（（
（
　

に「
貴
、

物
不
レ
賤
也
」（
六
篇
下
、
貝
部
）
と
あ
り
、「
貴
」
が
日
並
皇
子
の
高
貴
さ
を
合

わ
せ
持
つ
表
現
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
日
並
皇
子
挽
歌
」
の
「
春
花
之
」
は
鮑
照
「
中
興
歌
」
の
天

子
賞
讃
の
意
を
受
容
し
、
天
子
を
日
並
皇
子
に
置
き
換
え
日
並
皇
子
賞
讃
の
意
を

包
含
す
る
譬
喩
的
枕
詞
と
し
て
創
造
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
（
（（
（　

。

二
三
七

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―



　
　

三　
「
望
月
乃
」
―
「
三
五
月
」の
文
字
表
現
と
比
較
し
て
―

　

次
に
、「
望
月
乃
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
の
場
合
、「
春
花
之
」
と
対
照
し
て
用
い
ら
れ
る
表
現
が
「
望

月
乃
」
で
あ
り
、
こ
の
「
望
月
」
は
満
月
を
表
す
。「
中
興
歌
」
に
も
、

5
三
五
容
色
満　

四
五
妙
華
歇　

已
輸
二
春
日
歡
一　

分
隨
二
秋
光
一
設

　

…
（
中
略
）
…

7
九
月
秋
水
清　

三
月
春
花
滋　

千
金
逐
二
良
日
一　

皆
競
二
中
興
時
一

と
「
春
花
」
を
詠
む
第
七
詩
の
前
の
第
五
詩
に
「
三
五
」
と
満
月
が
詠
ま
れ
、
そ

の
「
三
五
」
の
完
全
な
姿
が
「
満
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
第
五
詩

全
体
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
、

　
　

古
詩
十
九
首
（
第
十
七
首
）

孟
冬
寒
氣
至　

北
風
何
慘
慄　

愁
多
知
二
夜
長
一　

仰
觀
二
衆
星
列
一　

三
五

明
月
満　

四
五
詹
兎
缺　

客
從
二
遠
方
一
來　

遺
二
我
一
書
札
一
…

（『
文
選
』
卷
第
二
十
九
）

と
あ
る
『
文
選
』
に
も
収
載
さ
れ
る
古
詩
に
倣
っ
た
、
時
の
推
移
表
現
と
捉
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
古
詩
で
は
「
明
月
」
で
あ
る
の
に
鮑
照
詩
が
「
容
色
」
と
表
現

す
る
と
こ
ろ
に
、
満
月
の
完
全
さ
に
天
子
の
完
全
な
姿
・
形
を
包
含
さ
せ
て
天
子

賞
讃
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
日
並
皇
子
挽
歌
」
の
「
望
月
乃
」

が
導
く
「
満た
た

波は

之し

計け

武む

」
の
冒
頭
に
あ
る
文
字
表
現
も
「
満
」
で
あ
り
、「
中
興

歌
」
第
五
詩
の
文
字
表
現
と
一
致
す
る
。「
日
並
皇
子
挽
歌
」
は
「
春
花
」
と
同

様
に
第
五
詩
の
表
現
を
も
取
り
入
れ
「
春
花
之
」
と
対
照
さ
せ
て
「
望
月
乃
」
と

し
、
そ
こ
に
も
天
子
を
日
並
皇
子
に
置
き
換
え
日
並
皇
子
賞
讃
の
意
を
含
有
さ
せ

た
の
で
は
な
い
か
。

　

だ
が
、「
日
並
皇
子
挽
歌
」
の
文
字
表
現
は
「
望
月
」
で
あ
り
、「
中
興
歌
」
の

文
字
表
現
は「
三
五
」で
あ
る
。「
中
興
歌
」よ
り
引
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、な
ぜ「
日

並
皇
子
挽
歌
」
に
お
い
て
「
三
五
」
で
は
な
く
、「
望
月
」
の
文
字
表
現
を
用
い

た
の
か
、
そ
の
意
味
を
考
え
た
い
。

　
『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
を
除
く
「
も
ち
づ
き
（
の
）」
は
、

　
　

明
日
香
皇
女
木
躪
殯
宮
之
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
一
首
并
短
歌

…
三も

五ち

月づ
き

之の　

益い
や

目め

頬づ
ら

染し
み　

所お
も

念ほ
し

之し　

君き
み

与と

時と
き

々ど
き　

幸
い
で
ま
し

而て　

遊
あ
そ
び

賜た
ま
ひ

之し　

御み

食け

向む
か
ふ

　

木き
の

躪へ

之の

宮み
や

乎を　

常と
こ

宮み
や

跡と　

定
さ
だ
め

賜た
ま
ひ
て

　

味あ
ぢ

澤さ
は

相ふ　

目め

辞こ
と

毛も

絶た
え

奴ぬ

…

（
巻
二

−

一
九
六
）

　
　

詠
二
勝
鹿
真
間
娘
子
一
歌
一
首
并
短
歌

…
望も

ち

月づ
き

之の　

満た
れ

有る

面お
も

輪わ

二に　

如
は
な
の

花ご
と　

咲ゑ
み

而て

立た
て

有れ

者ば　

夏な
つ

蟲む
し

乃の　

入ひ
に

火い
る

之が

如ご
と　

水み
な

門と

入い
り

尓に　

船ふ
ね

己こ

具ぐ

如ご
と

久く　

歸ゆ
き

香か

具ぐ

礼れ　

人ひ
と

乃の

言い
ふ

時と
き　

幾い
く

時ば
く

毛も　

不い
け

生ら
じ

物も
の

呼を

…�

（
巻
九

−

一
八
〇
七
）

…
十も

五ち

月づ
き

之の　

多た

田た

波は

思し

家け

武む

登と　

吾あ
が

思も
へ
る
　

皇み

子こ
の

命み
こ
と

者は　

春は
る

避さ
れ

者ば　

殖う
ゑ

槻
つ
き
が

於う
へ

之の　

遠
と
ほ
つ

人ひ
と　

待ま
つ

之の

下し
た

道ぢ

湯ゆ　

登
の
ぼ
ら

之し

而て　

國く
に

見み

所あ
そ
ば

遊し　

九な
が

月つ
き

之の　

四し

具ぐ

礼れ

乃の

秋あ
き

者は

…�

（
巻
十
三

−

三
三
二
四
）

と
三
例
あ
り
、
そ
の
文
字
表
現
も
三
種
類
あ
る
。
第
一
例
の
作
者
は
人
麻
呂
で
あ

る
。「
三
五
」
の
文
字
表
現
が
用
い
ら
れ
、
人
麻
呂
が
満
月
の
意
を
表
す
漢
籍
の

「
三
五
」
の
文
字
表
現
を
知
る
の
は
間
違
い
な
い
。
第
二
例
は
女
性
の
完
璧
な
美

し
さ
を
満
月
に
譬
え
た
例
、
第
三
例
は
擬
似
人
麻
呂
歌
と
言
わ
れ
る
題
詞
の
な
い

作
者
未
詳
の
皇
子
挽
歌
で
あ
る
。「
日
並
皇
子
挽
歌
」
の
「
タ
タ
ハ
シ
」
の
訓
み

は
こ
の
歌
を
根
拠
と
す
る
。

二
三
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



　

し
か
し
、
漢
籍
に
お
け
る
「
望
月
」
は
、
例
え
ば
、

　
　

宋
孝
武
宣
貴
妃
誄
一
首�

南
朝
宋
、
謝
莊

惟
大
明
六
年
夏
四
月
壬
子
、
宣
貴
妃
薨
。
…
（
中
略
）
…
高
唐
渫
レ
雨
、
巫

山
鬱
レ
雲
。
誕
發
二
蘭
儀
一
、
光
啟
二
玉
度
一
。
望
レ
月
方
レ
娥
、
瞻
レ
星
比
レ
婺
。

毓
二
德
素
里
一
、
栖
二
景
宸
軒
一
。
…�

（『
文
選
』
卷
第
五
十
七
）

と
あ
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
「
月
を
望
む
」（
月
を
眺
め
る
）
意
で
あ
る
。
次
の
、

梁
簡
文
帝
望
レ
月
詩
曰
、
流
輝
入
二
畫
堂
一　

初
照
上
二
梅
梁
一  

形
同
二
七
子

鏡
一　

影
類
二
九
秋
霜
一　

桂
花
那
不
レ
落　

團
扇
與
レ
誰
裝　

空
聞
北
牕
彈　

未
レ
舉
西
園
觴�

（『
藝
文
類
聚
』
卷
第
一
、
天
部
上
、
月
）

の
詩
も
、「
七
子
鏡
」
と
あ
り
鏡
は
丸
い
も
の
で
あ
る
よ
り
詠
ま
れ
る
月
は
満
月

と
分
か
る
が
、
や
は
り
詩
題
に
あ
る
「
望
月
」
は
「
月
を
望
む
」（
月
を
眺
め
る
）

意
で
あ
る
。
漢
籍
で
は
、
先
述
の
『
文
選
』
の
古
詩
や
「
中
興
歌
」
の
よ
う
に
、

　
　

翫
二
月
城
西
門
解
中
一
一
首�
南
朝
宋
、
鮑
照

○
始
見
二
西
南
樓
一　

纖
纖
如
二
玉
鈎
一　

末
映
二
東
北
墀
一　

娟
娟
似
二
蛾
眉
一　

蛾
眉
蔽
二
珠
櫳
一　

玉
鈎
隔
二
瑣
窗
一　

三
五
二
八
時　

千
里
與
レ
君
同　

夜
移

衡
漢
落　

徘
二
徊
帷
戸
中
一
…�

（『
文
選
』
卷
第
三
十
）

　
　

悼
亡�

梁
、
沈
約

○
去
秋
三
五
月　

今
秋
還
照
レ
房　

今
春
蘭
蕙
草　

來
春
復
吐
レ
芳　

悲
哉
人

道
異　

一
謝
永
銷
亡　

屏
筵
空
有
レ
設　

帷
席
更
施
張　

遊
塵
掩
二
虛
座
一 

孤
帳
覆
二
空
牀
一
…�

（『
玉
臺
新
詠
』
巻
第
五
）

等
、
満
月
を
「
三
五
（
月
）」
と
記
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
「
望
月
」
の
文
字
表
現
は
現
存
の
中
で
は
こ
の
人
麻
呂
歌
が
初

出
で
あ
る
。
し
か
し
、「
望
月
」
も
中
国
、
後
漢
、
劉
熙
の
『
釋
名
』
に
（
（（
（　

、

月
缺
也
。
滿
則
缺
也
。
…
（
中
略
）
…
望
、
月
滿
之
名
也
。
月
大
十
六
日
、

小
十
五
日
。
日
在
レ
東
、
月
在
レ
西
、
遙
相
望
也
。�

（
釋
天
）

と
あ
り
、『
藝
文
類
聚
』
に
も
、

釋
名
曰
、
月
闕
也
。
滿
則
缺
也
。
…
（
中
略
）
…
望
、
月
滿
之
名
也
。
日
月

遥
相
望
者
也
。�

（
卷
第
一
、
天
部
上
、
月
）

と
、
こ
の
『
釋
名
』
の
部
分
が
引
用
さ
れ
る
。「
望
月
」
を
満
月
と
す
る
意
も
漢

籍
に
よ
る
も
の
で
、人
麻
呂
も
そ
の
文
字
表
現
を
漢
籍
よ
り
持
ち
込
ん
で
い
よ
う
。

　

で
は
、
そ
の
文
字
表
現
を
ど
こ
か
ら
持
ち
込
ん
だ
か
。
そ
の
可
能
性
の
一
つ
と

し
て
仏
典
を
挙
げ
た
い
。
仏
典
に
は
満
月
を
「
望
月
」
と
記
す
例
が
あ
る
。
そ
れ

は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
（（
（　

。

經
云
、
一
中
解
二
無
量
一
、
無
量
中
解
レ
一
、
了
二
彼
互
生
起
一
、
當
レ
成
二
無

所
畏
一
。
此
之
燈
喩
亦
可
レ
喩
二
於
相
即
一
。
直
就
レ
光
看
、
不
レ
見
二
別
相
一
唯

一
光
故
。
疏
、
隠
顯
倶
成
似
二
秋
空
之
片
月
一
者
。
第
六
秘
密
隠
顕
俱
成
門
。

如
二
八
九
夜
月
半
隠
半
顕
一
。
正
顯
即
隠
、
正
隠
即
顯
。
不
レ
同
二
晦
月
隠
時

無
一
レ
顯
。
不
レ
同
二
望
月
顯
時
無
一
レ
隠
。

（
唐
、
澄
觀
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
隨
疏
演
義
鈔
』
卷
第
二
）

　

こ
れ
に
は
、仏
典
の
疏
（
注
釈
）
の
部
分
に
隠
れ
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
晦

月
」
と
対
照
さ
せ
て
隠
れ
ず
に
常
に
現
れ
る
月
と
し
て
「
望
月
」
が
あ
る
。
こ
の

疏
は
、
経
典
の
一
と
無
量
と
の
関
係
を
説
明
す
る
。
一
が
隠
で
あ
り
、
無
量
が
顕

で
、
そ
れ
が
互
い
に
生
起
し
て
半
々
、
す
な
わ
ち
秋
の
空
に
あ
る
半
月
の
よ
う
な

状
態
で
あ
る
こ
と
が
良
い
と
し
、「
晦
月
」
の
よ
う
な
全
く
の
隠
で
あ
っ
て
も
、「
望

月
」
の
よ
う
な
全
く
顕
の
状
態
で
あ
っ
て
も
よ
ろ
し
く
な
い
と
説
く
。
こ
れ
よ
り

「
晦
月
」
と
は
新
月
、「
望
月
」
と
は
満
月
の
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
仏
典
注

二
三
九

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―



疏
は
人
麻
呂
の
時
代
よ
り
少
し
後
に
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
、
こ
れ
自
体
を
人
麻

呂
が
見
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
満
月
を
「
望
月
」
と
記
す
と
こ
ろ
が

注
視
さ
れ
る
。
推
測
と
な
る
が
、
仏
典
に
お
い
て
「
望
月
」
を
満
月
の
意
で
用
い

る
方
法
は
も
う
少
し
時
代
を
遡
っ
て
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
方
法
を
人

麻
呂
歌
は
借
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。
仏
典
で
は
、

○
此
方
人
民
作
二
初
生
一
想
、
漸
漸
増
長
乃
至
二
月
滿
一
便
作
二
滿
想
一
。
然
其
彼

月
不
増
不
減
。因
二
須
彌
山
一
現
レ
有
二
増
減
一
。如
来
應
供
等
正
覺
亦
復
如
レ
是
。

…
（
中
略
）
…
其
實
如
来
不
増
不
減
、
常
如
二
満
月
一
。
是
故
當
レ
知
二
如
來

常
住
一
。　

 （
東
晋
、
法
顯
譯
『
大
般
泥
洹
經
』
卷
第
五
、
月
喩
品
第
十
六
）

○
如
レ
是
衆
生
所
レ
見
不
レ
同
、
或
見
二
半
月
一
或
見
二
滿
月
一
或
見
二
月
蝕
一
。
而

此
月
性
實
無
二
増
減
侵
蝕
之
者
一
、
常
是
滿
月
。
如
來
之
身
亦
復
如
レ
是
。
是

故
名
爲
二
常
住
不
變
一　

。（
（（
（

（
南
朝
宋
、
慧
嚴
等
『
大
般
涅
槃
經
』
卷
第
九
、
月
喩
品
第
十
五
）

と
月
は
外
見
に
満
ち
欠
け
は
あ
る
が
、
月
そ
の
も
の
は
不
増
不
減
で
あ
り
、
如
來
・

應
供
・
等
正
覺
も
そ
れ
と
同
じ
と
し
、
殊
に
如
来
を
満
月
に
譬
え
、
そ
の
完
全
な

姿
を
記
し
て
い
る
（
（（
（　

。
如
来
と
は
仏
で
あ
り
（
（（
（　

、
人
々
を
導
く
救
済
者
と
い
う
偉

人
で
「
常
住
不
変
」
で
あ
る
。「
常
住
」
と
は
「
無
常
」
に
対
す
る
言
葉
で
永
遠

を
意
味
し
よ
う
。

　
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
用
い
ら
れ
る
「
望
月
乃
」
と
い
う
譬
喩
的
枕
詞
は
文
字

表
現
を
仏
典
か
ら
取
り
入
れ
、
天
子
賞
讃
に
仏
の
完
全
・
偉
大
・
永
遠
の
意
を
加

味
し
て
日
並
皇
子
を
譬
え
、
皇
子
の
完
全
無
欠
な
姿
を
包
含
さ
せ
て
「
満た
た

波は

之し

」

を
導
く
の
で
は
な
い
か
。
導
か
れ
る
「
満た
た

波は

之し

」
の
「
満
」
の
文
字
表
現
は
、
仏

典
の
後
秦
龜
茲
國
、
鳩
摩
羅
什
譯
『
大
智
度
論
』
の
中
で
は
「
永
続
的
な
時
間
軸

の
中
で
欠
け
る
こ
と
な
く
満
ち
足
り
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
（
（（
（　

、
完
全
・
偉
大
で

永
遠
な
る
日
並
皇
子
が
統
治
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
永
続
的
に
満
ち
足
り
た
統
治
を

な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
皇
子
を
賞
讃
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
に
表
現
す

る
こ
と
に
よ
り
、
翻
っ
て
実
際
は
統
治
を
な
さ
ら
ず
に
薨
去
さ
れ
た
日
並
皇
子
へ

の
深
い
悲
し
み
と
慰
撫
の
心
も
強
く
表
さ
れ
て
い
る
。

　

人
麻
呂
が
仏
教
思
想
そ
の
も
の
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
は
考
え
な
い

が
、
仏
典
な
ど
に
倣
っ
た
文
字
表
現
は
人
麻
呂
歌
の
中
に
見
え
る
。
例
え
ば
、

　
　

明
日
香
皇
女
木
躪
殯
宮
之
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
一
首
并
短
歌

…
夏な
つ

草く
さ

乃の　

念
お
も
ひ

之し

萎な
え

而て　

夕ゆ
ふ

星つ
づ

之の　

彼か

徃ゆ
き

此か
く

去ゆ
き　

大お
ほ

船ぶ
ね
の

　

猶た

預ゆ

不た

定ふ

見み
れ

者ば　

遣な
ぐ

悶さ
も

流る　

情
こ
こ
ろ

毛も

不あ
ら

在ず

…�

（
巻
二

−

一
九
六
）

の
「
猶た

預ゆ

不た

定ふ

」
の
文
字
表
現
は
、

枯
樹
心
與
レ
疑
倶
猶
預
不
定
名
與
二
獼
猴
一
行
住
坐
臥
。
心
在
二
惡
中
一
名
沒
二

泥
水
一
。�

（
隋
、
慧
遠
『
涅
槃
義
記
』
巻
第
六
）

等
、
仏
典
に
あ
り
、
仏
典
頻
出
の
四
字
熟
語
で
あ
る
（
（（
（　

。
ま
た
、

　
　

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
妻
死
之
後
泣
血
哀
慟
作
歌
二
首
并
短
歌
（
第
二
首
）

…
世よ

の

間な
か

乎を　

背
そ
む
き

之し

不え

得ね

者ば　

蜻か
ぎ

火ろ
ひ

之の　

燎も
ゆ

流る

荒あ
ら

野の

尓に　

白し
ろ

妙た
へ

之の　

天あ
ま

領ひ

巾れ

隠が
く
り

　

鳥と
り

自じ

物も
の　

朝あ
さ

立だ
ち

伊い

麻ま

之し

弖て　

入い
り

日ひ

成な
す　

隠
か
く
り

去に

之し

鹿か

齒ば

…（
巻
二

−

二
一
〇
）

の「
世よ
の

間な
か

」も「
深
歎
二
世
間
無
常
之
苦
一
」（
東
晉
、法
顯
譯『
大
般
涅
槃
經
』卷
下
）、

「
世
間
虚
空　

衆
生
福
盡
」（
南
朝
宋
、
慧
嚴
等
『
大
般
涅
槃
經
』
卷
第
一
、
序
品

第
一
）
等
あ
り
、
仏
教
よ
り
発
生
し
た
文
字
表
現
で
あ
る
。
人
麻
呂
歌
の
「
世よ
の

間な
か

乎を　

背
そ
む
き

之し

不え

得ね

者ば

」（
世
間
の
道
理
に
は
背
け
な
い
）
と
詠
む
「
世
間
の
道
理
」

と
は
人
の
世
の
無
常
を
い
う
の
で
あ
り
、
こ
の
表
現
は
仏
教
の
無
常
観
が
社
会
に

二
四
〇
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浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
知
ら
す
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
（
（（
（　

。
仏
典
が
漢
籍
資
料
の

一
つ
と
し
て
あ
り
、
人
麻
呂
歌
が
そ
れ
を
摂
取
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
言
え
よ

う
（
（（
（　

。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
麻
呂
は
鮑
照
の
「
中
興
歌
」
よ
り
天
子
賞
讃
の
意
の
包
含
を

引
用
し
て
譬
喩
的
枕
詞
を
創
造
し
、
天
子
を
日
並
皇
子
に
置
き
換
え
日
並
皇
子
の

仮
の
為
政
を
賞
讃
し
つ
つ
、
満
月
に
は
文
字
表
現
に
仏
典
に
あ
る
「
望
月
」
を
用

い
て
、
さ
ら
に
そ
の
意
を
広
げ
た
。
そ
の
譬
喩
的
枕
詞
は
完
全
で
あ
り
偉
大
で
あ

り
永
遠
で
あ
る
日
並
皇
子
を
包
含
し
て
「
満た
た

波は

之し

」
を
導
き
、
そ
の
よ
う
な
皇
子

な
ら
ば
永
続
的
に
完
全
無
欠
な
統
治
を
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
日
並
皇
子
を
賞
讃

す
る
。
翻
っ
て
統
治
を
な
さ
ら
ず
薨
去
さ
れ
た
皇
子
へ
の
深
い
悲
し
み
と
慰
撫
の

心
を
も
伝
達
さ
れ
る
。

　
　

四　

お
わ
り
に

　

以
上
、「
日
並
皇
子
挽
歌
」
の
中
に
あ
る
人
麻
呂
歌
初
出
の
譬
喩
的
枕
詞
で
あ

る
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
と
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
人
麻
呂
は
多
く
の

枕
詞
を
創
出
し
、
そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
漢
籍
や
仏
典
等
よ
り
文
字
表
現
を
抽

出
し
、
そ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
意
を
借
用
し
て
、
己
の
創
出
す
る
枕
詞
に
も
そ
の

意
を
包
含
さ
せ
て
用
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
と
は
そ

の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
枕
詞
で
あ
っ
た
。

　
「
春
花
之
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、南
朝
宋
、鮑
照
の
「
中
興
歌
」
で
「
春
花
」
は
「
春

花
滋
」
と
あ
り
、
そ
れ
は
若
き
天
子
の
才
華
の
譬
え
で
、
天
子
を
賞
讃
す
る
も
の

で
あ
る
。「
日
並
皇
子
挽
歌
」
で
は
、
そ
の
天
子
賞
讃
を
日
並
皇
子
賞
讃
に
置
き

換
え
そ
の
意
を
包
含
さ
せ
て「
春
花
之
」と
い
う
枕
詞
が
創
造
さ
れ
た
。「
望
月
乃
」

も
「
中
興
歌
」
に
「
三
五
容
色
満
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
表
現
は
天
子
賞
讃
を
包
含

す
る
の
で
あ
り
、「
日
並
皇
子
挽
歌
」
は
天
子
を
皇
子
に
置
き
換
え
そ
の
意
も
取

り
込
ん
で
い
よ
う
。

　

し
か
し
、「
日
並
皇
子
挽
歌
」は「
中
興
歌
」の「
三
五（
月
）」で
は
な
く「
望
月
」

と
い
う
文
字
表
現
を
用
い
る
。「
望
月
」を
満
月
と
す
る
文
字
表
現
は
仏
典
に
あ
り
、

仏
典
で
は
如
来
等
、
人
々
を
救
済
す
る
偉
人
を
満
月
に
譬
え
る
。
如
来
は
常
住
不

変
で
あ
り
、
仏
典
よ
り
そ
の
文
字
表
現
を
受
容
す
る
こ
と
に
よ
り
、
包
含
さ
れ
る

日
並
皇
子
に
は
完
全
・
偉
大
・
永
遠
の
意
が
加
わ
り
、
賞
讃
は
さ
ら
に
高
く
な
る
。

完
全
・
偉
大
・
永
遠
な
る
日
並
皇
子
を
包
含
す
る
「
望
月
乃
」
は
「
満た
た

波は

之し

」
を

導
き
、
そ
の
よ
う
な
日
並
皇
子
な
ら
ば
永
続
的
に
完
全
無
欠
な
統
治
を
な
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
と
日
並
皇
子
は
賞
讃
さ
れ
、
翻
っ
て
統
治
を
な
さ
ら
ず
に
薨
去
さ
れ
た

皇
子
へ
の
深
い
悲
し
み
と
慰
撫
の
心
を
も
知
ら
れ
よ
う
。

　

今
後
は
、
人
麻
呂
の
創
出
し
た
枕
詞
に
つ
い
て
、「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け

る
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
以
外
の
譬
喩
的
枕
詞
で
あ
る
「
天
水
」
等
に
も
言

及
し
、
ま
た
そ
の
他
の
人
麻
呂
創
出
の
枕
詞
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
、
人
麻
呂
と

漢
籍
や
仏
典
と
の
関
わ
り
を
さ
ら
に
追
究
し
た
い
。
ま
た
、そ
の
後
の
『
萬
葉
集
』

に
お
い
て
、
人
麻
呂
創
出
の
枕
詞
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
等
も

探
究
し
て
い
き
た
い
。

【
注
】

（
1
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
の
引
用
は
、
訓
読
は
『
万
葉
集
（
一
）

～
（
五
）』
に
、
原
文
は
『
原
文
万
葉
集
（
上
）、（
下
）』（
共
に
、
佐
竹
昭
広
氏
、

山
田
英
雄
氏
、
工
藤
力
男
氏
、
大
谷
雅
夫
氏
、
山
崎
福
之
氏
校
注
、
二
〇
一
三
年

二
四
一

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―



一
月
～
二
〇
一
五
年
三
月
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
二
〇
一
六
年
二
月
、
岩
波
書
店
）

に
よ
る
。
但
し
、
一
部
、
私
的
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
2
）
伊
藤
博
氏
「
人
麻
呂
の
表
現
と
史
実
」（『
萬
葉
集
の
歌
人
と
作
品　

上
』

第
五
章
第
二
節
、
一
九
七
五
年
四
月
、
塙
書
房
）、
参
照
。
日
並
皇
子
は
『
日
本

書
紀
』
に
「
夏
四
月
癸
未
朔
…
（
中
略
）
…
乙
未
、皇
太
子
草
壁
皇
子
尊
薨
」（
巻

第
三
十
、
持
統
天
皇
、
三
年
四
月
）
と
記
さ
れ
、
皇
太
子
な
が
ら
即
位
せ
ず
薨

去
さ
れ
た
。
同
じ
く
『
日
本
書
紀
』
に
「
天
命
開
別
天
皇
元
年
、
生
二
草
壁
皇
子

尊
於
大
津
宮
一
。」（
巻
第
三
十
、
持
統
天
皇
、
称
制
前
紀
）
と
あ
り
、
薨
去
時
は

二
十
八
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
（
本
稿
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
、
小
島

憲
之
氏
、直
木
孝
次
郎
氏
、西
宮
一
民
氏
、蔵
中
進
氏
、毛
利
正
守
氏
校
注
・
訳
『
日

本
書
紀
』③
、新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
4
、一
九
九
八
年
六
月
、小
学
館
に
よ
る
）。

（
3
）
添
付
資
料
【
人
麻
呂
歌
の
枕
詞
】、参
照
。
添
付
資
料
で
は
、記
紀
歌
謡
（
伝

統
的
枕
詞
と
す
る
）
と
『
萬
葉
集
』
巻
一
か
ら
巻
四
の
枕
詞
を
対
象
と
し
、
そ
れ

ら
の
枕
詞
を
、
人
麻
呂
歌
初
出
の
枕
詞
の
確
認
と
継
承
の
実
態
を
知
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
抽
出
し
た
。（
参
考
資
料
一
）
は
記
紀
歌
謡
の
枕
詞
、（
参
考
資
料
二
）

は
『
萬
葉
集
』
に
あ
る
人
麻
呂
以
前
の
枕
詞
、（
参
考
資
料
三
）
は
人
麻
呂
歌
の

枕
詞
で
、
1
、
伝
統
的
な
枕
詞
、
2
、
伝
統
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
枕
詞
、
3
、
人

麻
呂
歌
初
出
の
枕
詞
に
分
類
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
田
部
忌
寸
櫟
子
の
歌
に
「
敷し
き

細た
へ

乃の　

黒く
ろ

髪か
み

」（
巻
四

−
四
九
三
）
と
あ
り
、
田
部
忌
寸
櫟
子
は
伝
未
詳
で
あ
る

が
、
四
九
三
番
歌
が
天
智
天
皇
の
大
殯
の
時
に
歌
を
詠
ん
だ
舎
人
吉
年
と
の
贈

答
歌
で
あ
る
為
、
人
麻
呂
以
前
と
考
え
、
人
麻
呂
の
「
し
き
た
へ
の
」（
巻
二

−

一
三
五
、一
三
八
、一
九
五
、一
九
六
、二
一
七
、二
二
〇
、二
二
二
）
を
2
の
枕
詞
と

し
た
。（
参
考
資
料
四
）
は
『
萬
葉
集
』
に
あ
る
人
麻
呂
同
時
代
の
枕
詞
、（
参
考

資
料
五
）
は
人
麻
呂
歌
を
初
出
と
す
る
枕
詞
を
人
麻
呂
創
出
と
捉
え
、
そ
の
枕
詞

の
継
承
を
表
に
し
、
最
後
に
主
た
る
歌
人
（
笠
金
村
、
山
部
赤
人
、
大
伴
旅
人
、

山
上
憶
良
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
田
辺
福
麻
呂
、
高
橋
虫
麻
呂
、
大
伴
家
持
）
の
継

承
用
例
数
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
麻
呂
の
経
歴
等
は
、
注
（
5
）、
参
照
。

（
4
）
土
橋
寛
氏「
枕
詞
の
源
流
」（『
古
代
歌
謡
論
』第
十
章
、一
九
六
〇
年
十
一
月
、

三
一
書
房
）。
尚
、
枕
詞
と
い
う
呼
称
自
体
は
後
の
も
の
で
、
土
橋
寛
氏
は
「
ま

く
ら
こ
と
ば
」
と
い
う
語
の
も
っ
と
も
古
い
呼
称
例
は
、顕
昭
の
『
古
今
集
序
注
』

と
さ
れ
る
（「
枕
詞
の
概
念
と
種
類
」、
前
掲
書
、
第
九
章
）。

（
5
）
柿
本
人
麻
呂
の
活
動
は
『
萬
葉
集
』
に
収
載
さ
れ
た
歌
々
に
よ
っ
て
の
み

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
確
実
に
人
麻
呂
作
と
言
え
る
の
は
「
人
麻
呂
作

歌
」
と
記
さ
れ
る
も
の
で
（
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
人
麻
呂
歌
と
呼
ぶ
）、「
人
麻
呂

作
歌
」
の
中
で
、
年
次
推
定
の
で
き
る
最
初
が
、
持
統
三
（
六
八
九
）
年
四
月
薨

去
の
日
並
皇
子
尊
の
殯
宮
時
の
歌
（
巻
二

−

一
六
七
～
一
六
九
、
当
該
歌
）
で
、

最
後
が
文
武
四
（
七
〇
〇
）
年
四
月
薨
去
の
明
日
香
皇
女
の
殯
宮
時
の
歌
（
巻

二

−

一
九
六
～
一
九
八
）
で
あ
る
。
従
っ
て
、
人
麻
呂
は
、
持
統
、
文
武
朝
に

活
躍
し
た
歌
人
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
は
萬
葉
第
二
期
に
あ
た
る
（『
萬
葉
集
』
の

時
代
区
分
は
、
澤
瀉
久
孝
氏
、
森
本
治
吉
氏
著
『
作
者
類
別
年
代
順
萬
葉
集
』、

一
九
三
二
年
五
月
、
新
潮
社
に
よ
る
）。
但
し
、
巻
十
の
二
〇
三
三
番
歌
の
左
注

に
「
此
歌
一
首
庚
辰
年
作
之
、
右
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
之
歌
集
出
」
と
あ
る
庚
辰

年
を
天
武
九
（
六
八
〇
）
年
（
粂
川
定
一
氏
「
人
磨
歌
集
庚
辰
年
考
」、『
国
語
国
文
』

三
五
巻
十
号
、
一
九
六
六
年
十
月
）、
こ
の
歌
を
人
麻
呂
の
自
作
と
見
れ
ば
、
人

麻
呂
は
天
武
朝
に
頭
角
を
現
し
た
歌
人
と
な
る
。
人
麻
呂
歌
集
は
萬
葉
集
編
纂
の

原
資
料
の
一
つ
と
さ
れ
る
が
、人
麻
呂
と
の
関
係
は
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
い（
小

二
四
二
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島
憲
之
氏
、
木
下
正
俊
氏
、
東
野
治
之
氏
校
注
・
訳
『
萬
葉
集
』
②
、
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
7
、
一
九
九
五
年
四
月
、
小
学
館
、
一
八
五
頁
頭
注
、
二
四
四
頁

頭
注
）。
し
か
し
、
人
麻
呂
歌
集
歌
の
中
で
作
者
名
の
な
い
歌
を
人
麻
呂
の
自
作

と
す
る
考
え
方
が
一
般
的
で
、
首
肯
さ
れ
る
。

（
6
）
澤
瀉
久
孝
氏
「
枕
詞
を
通
し
て
見
た
る
人
麻
呂
の
独
創
性
」（『
萬
葉
の
作

品
と
時
代
』、
一
九
四
一
年
三
月
、
岩
波
書
店
）

（
7
）
小
島
憲
之
氏
「
上
代
び
と
の
歌
」（『
古
今
集
以
前
』
第
一
章

−
三
、

一
九
七
六
年
二
月
、
塙
書
房
）

（
8
）
身
﨑
壽
氏「
人
麻
呂
の
場
合
ー
枕
詞
と
の
新
し
い
出
会
い
ー
」（『
日
本
文
学
』

第
二
十
九
号
、
一
九
八
〇
年
九
月
、
日
本
文
学
協
会
）

（
9
）
添
付
資
料
【
人
麻
呂
歌
の
枕
詞
】、
参
照
。

（
10
）
小
島
憲
之
氏
「
萬
葉
集
と
中
国
文
学
と
の
交
流
」、「
萬
葉
集
の
文
字
表
現
」

（『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学　

中
』
第
五
篇
第
五
章
、
第
四
章
、
一
九
六
四
年

三
月
、
塙
書
房
）

（
11
）
小
島
憲
之
氏
「
上
代
に
於
け
る
詩
歌
の
表
現
」（『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学

　

上
』
第
二
章

−

三
、一
九
六
八
年
十
一
月
、
塙
書
房
）

（
12
）
前
野
直
彬
氏「
春
草
考
」（『
春
草
考
』、一
九
九
四
年
二
月
、秋
山
書
店
、初
出
、

『
中
国
文
学
研
究
』
第
二
号
、
一
九
六
一
年
十
二
月
）、
参
照
。
小
島
憲
之
氏
も
漢

籍
の
悲
哀
の
意
の
な
い
「
春
草
」
の
存
在
を
述
べ
ら
れ
る
（
前
掲
、「
上
代
に
於

け
る
詩
歌
の
表
現
」）。

（
13
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
文
選
』
の
引
用
は
、
梁
、
昭
明
太
子
撰
、
唐
、

李
善
注
『
文
選 

附
考
異
』（
一
九
九
八
年
十
二
月
、
藝
文
印
書
館
）
に
よ
る
。
ま

た
、訓
読
等
に
つ
い
て
は
、小
尾
郊
一
氏
、花
房
英
樹
氏
著
『
文
選　

一
～
七
』（
全

釈
漢
文
大
系
26
～
32
、
一
九
七
四
年
六
月
～
一
九
七
六
年
十
月
、
集
英
社
）
を
参

照
し
た
。

（
14
）「
朝
霜
之
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
日
本
書
紀
歌
謡
二
四
に
「
阿
佐
志
毛

能
」
と
い
う
枕
詞
が
あ
る
が
（
歌
番
号
は
武
田
祐
吉
氏
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』、

一
九
五
六
年
五
月
、
明
治
書
院
に
よ
る
）、
武
田
祐
吉
氏
は
、
こ
れ
は
「
朝
の
霜
」

で
は
な
く
「
朝
の
も
の
」
の
意
で
枕
詞
と
し
て
ミ
ケ
（
御
食
）
に
冠
す
る
と
述

べ
ら
れ
る
（
武
田
祐
吉
氏
、
前
掲
書
）。
ま
た
、『
萬
葉
集
』
に
「
朝あ

さ

霜し
も

之の　

消け
な

者ば

々け
ぬ
べ
く」（
巻
十
一

−

二
四
五
八
）
と
あ
る
歌
は
作
者
名
を
記
さ
な
い
人
麻
呂
歌
集

歌
で
、「
朝あ

さ

霜し
も

之の　

消け
ぬ

」
と
い
う
表
現
自
体
を
人
麻
呂
の
創
造
と
捉
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
魏
の
曹
植
詩
の
「
人
命
若
二
朝
霜
一
」
は
、
白
井
伊
都
子
氏
が
「
朝あ
さ

霜
し
も
の

　

消け

安や
す
き

命い
の
ち」（

巻
七

−

一
三
七
五
）
の
典
拠
に
挙
げ
ら
れ
る
（「
家
持
に
お
け
る

枕
詞
の
方
法
」、『
萬
葉
』
第
一
五
三
号
、
一
九
九
五
年
三
月
）。
こ
の
一
三
七
五

番
歌
は
人
麻
呂
歌
集
歌
よ
り
後
に
配
列
さ
れ
る
作
者
未
詳
歌
で
、
同
作
者
の

一
三
七
四
番
歌
の
前
に
「
春
日
山
」
を
詠
む
一
三
七
三
番
歌
が
あ
る
為
、
平
城
京

遷
都
後
の
歌
か
と
推
測
さ
れ
る
。
人
麻
呂
作
歌
や
人
麻
呂
歌
集
歌
に
は
平
城
京
遷

都
後
の
歌
と
見
る
べ
き
確
例
が
な
く
（
前
掲
書
、『
萬
葉
集
』
②
、二
四
四
頁
頭
注
）、

故
に
、
一
三
七
五
番
歌
よ
り
人
麻
呂
歌
の
方
が
古
い
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
よ

り
、「
朝
霜
之
」
は
漢
籍
よ
り
引
用
さ
れ
た
人
麻
呂
歌
初
出
の
枕
詞
と
言
え
よ
う
。

（
15
）
前
掲
、
白
井
論
文
「
家
持
に
お
け
る
枕
詞
の
方
法
」

（
16
）
拙
稿
「『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
近
江
荒
都
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容

―
「
春
草
」
表
現
に
よ
る
荒
都
歌
の
一
側
面
―
」（『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
九
号
、

二
〇
二
一
年
十
一
月
）

（
17
）「
日
並
皇
子
挽
歌
」
以
外
の
「
は
る
は
な
の
」
の
用
例
の
十
例
中
、
八
例
が

二
四
三

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―



家
持
歌
で
あ
る
こ
と
は
、
家
持
の
人
麻
呂
歌
継
承
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
し
か

し
、
家
持
の
「
は
る
は
な
の
」
は
実
景
が
多
く
、
ま
た
「
秋
の
葉
」
と
対
照
さ
せ

て
詠
む
も
の
が
あ
り
（
巻
十
七

−

三
九
八
五
、
巻
十
九

−

四
一
八
七
、
巻
十
九

−

四
二
一
一
）、そ
の
よ
う
に
「
春
花
」
と
「
秋
葉
」
と
を
対
照
さ
せ
る
方
法
は
『
藝

文
類
聚
』（
巻
第
四
十
二
、
梁
、
庾
成
師
「
遠
期
篇
」、
梁
、
元
帝
「
蕩
婦
秋
思
賦
」）

等
の
漢
籍
に
見
ら
れ
る
為
、
そ
れ
ら
よ
り
直
接
受
容
し
た
と
も
考
慮
さ
れ
る
。
だ

が
、
人
麻
呂
創
出
の
枕
詞
の
継
承
用
例
数
の
約
半
数
が
家
持
歌
で
あ
り
（
添
付
資

料
【
人
麻
呂
歌
の
枕
詞
】（
参
考
資
料
五
）
人
麻
呂
創
出
の
枕
詞
の
継
承
、参
照
）、

こ
れ
は
『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
家
持
歌
の
掲
載
総
数
の
多
さ
を
加
味
し
て
も
や
は

り
多
く
、
家
持
は
人
麻
呂
歌
を
継
承
し
つ
つ
独
自
の
工
夫
も
行
っ
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
か
。

（
18
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
玉
臺
新
詠
』
の
引
用
は
、
陳
、
徐
陵
編
、
清
、

呉
兆
宜
注
、
清
、
程
琰
刪
補
、
穆
克
宏
氏
點
校
『
玉
臺
新
詠
箋
注
』（
中
國
古
典

文
學
基
本
叢
書
、
一
九
八
五
年
六
月
、
中
華
書
局
）
に
よ
る
。

（
19
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
鮑
照
詩
の
引
用
は
、
鮑
照
撰
、
謝
朓
撰
、
蕭
統
撰
、

江
淹
撰
『
鮑
氏
集　

謝
宣
城
詩
集　

梁
昭
明
太
子
文
集　

江
文
通
文
集
』（
四
部

叢
刊
初
編
集
部
、
一
九
六
五
年
、
台
湾
商
務
印
書
館
）
に
よ
る
。

（
20
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
藝
文
類
聚
』
の
引
用
は
、
唐
、
歐
陽
詢
撰
『
宋

本
藝
文
類
聚
』（
二
〇
一
三
年
十
二
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
よ
る
。

（
21
）
こ
れ
ら
は
作
者
の
実
体
験
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
第
一
詩
で
は
班
婕
好
に

成
り
代
わ
っ
て
そ
の
怨
み
を
述
べ
て
い
る
（
鈴
木
虎
雄
氏
訳
解
『
玉
台
新
詠
集　

中
』、
一
九
五
五
年
四
月
、
岩
波
書
店
、
一
六
五
頁
解
題
、
参
照
）。
当
時
は
そ
の

よ
う
な
詩
風
が
流
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
蕭
綱
を
中
心
と
す
る
宮
体
詩
な
ど
）。

（
22
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
陶
淵
明
詩
の
引
用
は
、
陶
淵
明
著
、
逯
欽
立
氏
校

注
『
陶
淵
明
集
』（
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
一
九
七
九
年
五
月
、
中
華
書
局
）

に
よ
る
。

（
23
）
白
井
伊
津
子
氏
は
、
こ
の
曹
植
詩
の
「
春
花
」
な
ど
を
挙
げ
て
、「
春
花

（
春
華
）」
が
単
な
る
花
の
盛
り
の
意
で
は
な
く
、
容
色
の
盛
ん
な
さ
ま
の
譬
喩
と

し
て
用
い
ら
れ
、
人
麻
呂
の
場
合
、
そ
の
詩
文
の
譬
喩
的
な
表
現
を
摂
取
す
る
な

ど
、
歌
の
表
現
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
効
果
的
な
譬
喩
表
現
を
求
め
た
と
述
べ
ら

れ
（「
修
辞
と
し
て
の
枕
詞
ー
柿
本
人
麻
呂
の
方
法
ー
」、『
萬
葉
』
第
一
六
七
号
、

一
九
九
八
年
十
一
月
）、
首
肯
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
も
う
一
歩
進
め
た
い
。

（
24
）
こ
の
詩
は
序
に
「
余
於
二
長
沙
公
一
為
レ
族
…
（
中
略
）
…
經
二
過
潯
陽
一
、

臨
レ
別
贈
レ
此
。」
と
あ
り
、
同
族
で
あ
る
長
沙
公
が
潯
陽
を
通
過
す
る
の
で
別
れ

に
あ
た
り
贈
っ
た
詩
と
理
解
さ
れ
る
。

（
25
）『
陶
淵
明
集
』、
前
掲
書
、
二
〇
頁
注
〔
一
三
〕
に
「
春
花
、
春
華
。
喩
三

長
沙
公
少
年
富
二
於
才
華
一
」
と
あ
る
。

（
26
）
訓
読
に
つ
い
て
は
、鈴
木
敏
雄
氏
著
『
鮑
参
軍
詩
集
』（
二
〇
〇
一
年
二
月
、

白
帝
社
）
を
参
照
し
た
。

（
27
）『
荘
子
』
外
篇
「
秋
水
」
第
十
七
に
「
秋
水
時
至
、
百
川
灌
レ
河
」
と
あ

る
（
本
稿
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
引
用
は
、
王
叔
岷
氏
撰
『
莊
子
校
詮　

下
』、

二
〇
〇
七
年
六
月
、
中
華
書
局
に
よ
る
）。
ま
た
、
魏
の
李
康
「
運
命
論
」
に
「
夫

黃
河
清
而
聖
人
生
、
里
社
鳴
而
聖
人
出
…
」（『
文
選
』
巻
第
五
十
三
）
と
あ
り
、

そ
の
李
善
注
に
「
易
乾
鑿
度
曰
、
聖
人
受
レ
命
、
瑞
應
先
見
二
於
河
一
、
河
水
先
清

…
」
と
記
さ
れ
る
。『
宋
書
』
に
は
「
孝
武
帝
孝
建
三
年
九
月
、
濟
、
河
清
、
冀

州
刺
史
垣
護
之
以
聞
。
孝
武
帝
大
明
五
年
九
月
庚
戌
、
河
、
濟
俱
清
、
平
原
太
守

二
四
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



申
纂
以
聞
。」（
卷
二
十
九
、
志
第
十
九　

符
瑞
下
）
と
、
孝
武
帝
の
時
代
に
二
度
、

河
が
清
く
澄
ん
だ
と
あ
る
（
本
稿
に
お
け
る
漢
籍
史
書
の
引
用
は
、
二
十
四
史
、

一
九
九
七
年
十
一
月
、
中
華
書
局
に
よ
る
）。

（
28
）
上
田
武
氏
は
、
鮑
照
が
陶
淵
明
詩
に
学
ん
で
そ
れ
を
積
極
的
に
受
容
し
た

と
述
べ
ら
れ
る
（「
鮑
照
と
そ
の
時
代
の
陶
淵
明
の
受
容
」、『
六
朝
学
術
学
會
報
』

第
三
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）。

（
29
）
中
森
健
二
氏
「
鮑
照
の
文
学
」（『
立
命
館
文
学
』第
三
六
四
、三
六
五
、三
六
六
号
、

一
九
七
五
年
十
二
月
）

（
30
）『
宋
書
』
に
は
「
世
祖
孝
武
皇
帝
諱
駿
…
文
帝
第
三
子
也
。
元
嘉
七
年
秋
八

月
庚
午
生
。
…
（
中
略
）
…
三
十
年
…
四
月
…
戊
辰
、
上
至
二
于
新
亭
一
。
己
巳
、

即
二
皇
帝
位
一
…
」（
巻
六
、
本
紀
第
六
、
孝
武
帝
）
と
あ
る
。

（
31
）
前
掲
、
小
島
論
文
「
上
代
び
と
の
歌
」

（
32
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
説
文
解
字
』
の
引
用
は
、
後
漢
、
許
慎
撰
、
清
、

段
玉
裁
注
『
説
文
解
字
注
』（
一
九
八
一
年
十
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
よ
る
。

（
33
）
当
時
、
鮑
照
詩
が
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
か
、
前
掲
、
小
島
論
文
「
上
代

び
と
の
歌
」
は
、
こ
の
「
中
興
歌
」
の
「
春
花
」
の
用
例
を
挙
げ
つ
つ
、
確
実
に

日
本
に
伝
来
し
て
い
た
か
ど
う
か
の
言
及
を
避
け
ら
れ
、
芳
賀
紀
雄
氏
は
、
鮑
照

の
集
は
伝
来
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
推
測
の
域
は
出
な
い
と
さ
れ
る

（「
萬
葉
集
と
中
國
文
学
」、『
萬
葉
集
に
お
け
る
中
國
文
学
の
受
容
』、
二
〇
〇
三

年
十
月
、
塙
書
房
）。
上
代
当
時
の
資
料
が
殆
ど
現
存
し
な
い
為
、
こ
の
よ
う
に

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、
両
氏
も
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
籍
に
あ
る
表
現

と
歌
に
あ
る
表
現
と
の
一
致
や
類
似
と
い
う
内
部
情
報
が
こ
れ
ら
の
伝
来
を
示
唆

す
る
で
あ
ろ
う
。

（
34
）
以
下
、本
稿
に
お
け
る
『
釋
名
』
の
引
用
は
、後
漢
、劉
煕
撰
『
釋
名
』（
叢

書
集
成
初
編
、
一
九
八
五
年
、
中
華
書
局
）
に
よ
る
。

（
35
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
仏
典
の
引
用
は
、
高
楠
順
次
郎
氏
編
『
大
正
新
修

大
蔵
経
』（
一
九
二
四
年
四
月
～
一
九
三
四
年
九
月
、
大
正
一
切
經
刊
行
會
）
に

よ
る
。

（
36
）
同
文
が
、
北
涼
、
曇
無
讖
譯
『
大
般
涅
槃
經
』（
卷
第
九
、
如
來
性
品
第
四

之
六
）
に
も
あ
る
。

（
37
）
白
井
伊
都
子
氏
も
、
仏
典
に
仏
の
面
貌
や
威
儀
・
人
格
の
完
全
で
あ
る
こ

と
を
満
月
に
譬
え
た
例
が
多
く
あ
り
、
月
の
欠
け
た
と
こ
ろ
の
な
い
完
全
さ
を
人

事
に
及
ぼ
す
と
い
う
表
現
に
学
ん
で
「
望
月
」
を
満
ち
足
り
た
状
態
の
譬
喩
に
用

い
た
と
さ
れ
る
（
前
掲
、
白
井
論
文
「
修
辞
と
し
て
の
枕
詞
ー
柿
本
人
麻
呂
の
方

法
ー
」）。

（
38
）
後
秦
龜
茲
國
、鳩
摩
羅
什
譯
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』（
巻
第
十
四
）
に
「
佛

得
二
如
實
相
性
一
故
、
名
爲
二
如
來
一
」（
問
相
品
第
四
十
九
）
と
あ
る
。

（
39
）
拙
稿
「『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
歌
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
ー
石
中
死
人
歌

「
天
地　

日
月
與
共　

滿
将
行
」
に
つ
い
て

−

」（『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
六
号
、

二
〇
一
八
年
十
一
月
）

（
40
）
佐
竹
昭
広
氏
「
会
に
合
は
ぬ
花
」（『
佐
竹
昭
広
集
』
第
一
巻
、
二
〇
〇
九

年
六
月
、
岩
波
書
店
、
初
出
、『
万
葉
集
六
』
月
報
、
完
訳
日
本
の
古
典
第
七
巻
、

一
九
八
七
年
九
月
、
小
学
館
）。
尚
、
佐
竹
氏
は
、

此
魔
波
旬　

今
雖
レ
發
二
菩
提
心
一　

猶
豫□
不
定　

如
二
少
疊
毳
一　

（
北
涼
、
曇
無
讖
譯
『
大
方
等
大
集
經
』
卷
第
十
八
）

等
、「
猶
豫□
不
定
」
の
用
例
を
挙
げ
ら
れ
る
。「
預
」
は
「
豫
」
の
通
用
字
で
あ
り
、

二
四
五

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―



一
九
六
番
歌
の
「
預
」
に
つ
い
て
、『
萬
葉
集
』
の
写
本
で
あ
る
西
本
願
寺
本
は
、

そ
の
左
側
に
「
豫
」
と
記
し
て
い
る
（
山
崎
福
之
氏
「
萬
葉
集
の
「
猶
豫
」
に
つ

い
て
ー
左
注
の
訓
み
の
た
め
に
ー
」、『
親
和
國
文
』
第
二
十
二
号
、
一
九
八
七
年

十
二
月
）。

（
41
）
辰
巳
正
明
氏
「
総
論
―
万
葉
集
の
中
の
漢
籍
と
仏
典
―
」（『
万
葉
古
代
学

研
究
年
報
』
第
十
六
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）、
参
照
。

　
『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
、
月
は
、

　
　

悲
二
傷
膳
部
王
一
歌
一
首

世よ
の

間な
か

者は　

空
む
な
し
き

物も
の

跡と　

将あ
ら

有む

登と

曽そ　

此こ
の

照て
る

月つ
き

者は　

満み
ち

闕か
け

為し

家け

流る　
（
巻
三

−
四
四
二
）

　
　

寄
レ
物
發
レ
思

隠こ
も

口り
く

乃の　

泊は
つ

瀬せ

之の

山や
ま

丹に　

照て
る

月つ
き

者は　

盈み
ち

鋪か
け

為す
れ

焉そ　

人ひ
と

之の

常つ
ね

無な
き

（
巻
七

−

一
二
七
〇
）

と
あ
り
、仏
教
の
無
常
観
を
詠
む
対
象
で
も
あ
っ
た
。
月
の
満
ち
欠
け
の
典
拠
も
、

水
流
不
二
常
滿
一　

火
盛
不
二
久
然
一　

日
出
須
臾
沒　

月
滿
已
復
缺　

尊
榮

豪
貴
者　

無
常
復
過
レ
是　

念
レ
當
勤
精
進　

頂
二
禮
無
上
尊
一

（
後
漢
、
安
世
高
譯
『
佛
説
罪
業
應
報
教
化
地
獄
經
』）

と
仏
典
に
あ
る
（
佐
竹
昭
広
氏
「「
無
常
」
に
つ
い
て
」、『
佐
竹
昭
広
集
』
第
五
巻
、

二
〇
一
〇
年
二
月
、
岩
波
書
店
、
初
出
、「
岩
波
講
座
日
本
文
学
と
仏
教
」
第
四

巻
無
常
、
一
九
九
四
年
十
一
月
、
岩
波
書
店
）。

（
42
）
石
田
茂
作
氏
著
「
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疎
目
録
」（『
写
経
よ
り
見
た
る
奈

良
朝
仏
教
の
研
究
』
付
録
、
一
九
三
〇
年
、
東
洋
文
庫
）
は
、
正
倉
院
文
書
中
の

写
経
生
の
日
記
や
写
経
目
録
の
断
簡
等
を
拾
集
、
整
理
し
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は

『
大
般
涅
槃
經
』、『
泥
洹
経
』、『
大
智
度
論
』、『
涅
槃
經
義
記
』、『
摩
訶
般
若
波

羅
蜜
經
』、『
大
方
等
大
集
經
』、『
罪
業
應
報
教
化
地
獄
經
』
等
の
名
が
記
さ
れ
、

上
代
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
伝
来
が
確
認
さ
れ
る
。

＊
本
稿
で
は
、
引
用
文
献
等
、
一
部
、
現
行
字
体
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
二
〇
二
一
年
九
月
二
十
八
日
受
理
）

（
う
ち
だ　

ふ
み
・
京
都
府
立
大
学
大
学
院
学
術
研
究
員
）

二
四
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



（
注
）記
紀
歌
謡
の
枕
詞
の
認
定
は
、武
田
祐
吉
氏『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』（
1954年

5月
、明
治
書
院
）に
よ
る
。

（
　
）内
の
歌
番
号
も
上
記
に
よ
る
。

記
紀

歌
謡

の
枕

詞
（
伝

統
的

枕
詞

）
古

事
記

日
本

書
紀

 1夜
久

毛
多

都
（や

くも
た

つ
）伊

豆
毛

（1）

 2佐
怒

都
登

理
（さ

の
つ

と
り）岐

藝
斯

（2）

 3爾
波

都
登

理
（に

は
つ

と
り）迦

祁
（2）

 4奴
延

久
佐

能
（ぬ

え
くさ

の
）賣

（3） 

 5奴
婆

多
麻

能
（ぬ

ば
た

ま
の

）用
（4）

 6阿
佐

比
能

（あ
さ

ひ
の

）惠
美

佐
迦

延
（4）

 7多
久

豆
怒

能
（た

くづ
の

の
）斯

路
岐

（4）

 8阿
和

由
岐

能
（あ

わ
ゆ

き
の

）和
加

夜
流

（4）

 9奴
婆

多
麻

能
（ぬ

ば
た

ま
の

）久
路

岐
（5）

10淤
岐

都
登

理
 （お

き
つ

と
り）牟

那
美

流
（5）

11幣
都

那
美

（へ
つ

な
み

）曾
（5）

12蘇
迩

杼
理

能
（そ

に
ど

りの
）阿

遠
岐

（5）

13淤
岐

都
登

理
（お

き
つ

と
り）牟

那
美

流
（5）

14幣
都

那
美

（へ
つ

な
み

）曾
（5）

15淤
岐

都
登

理
（お

き
つ

と
り）牟

那
美

流
（5）

16牟
良

登
理

能
（む

ら
と

りの
）牟

禮
（5）

17比
氣

登
理

能
（ひ

け
と

りの
）比

氣
（5）

18和
加

久
佐

能
（わ

か
くさ

の
）都

麻
（5）

19和
加

久
佐

能
（わ

か
くさ

の
）都

麻
（6）

20阿
和

由
岐

能
（あ

わ
ゆ

き
の

）和
加

夜
流

（6）

21多
久

豆
怒

能
（た

くづ
の

の
）斯

路
岐

（6）

22意
岐

都
登

理
（お

き
つ

と
り）加

毛
（9）

23伊
須

久
波

斯
（い

す
くは

し
）久

治
良

（10）

24美
都

美
都

斯
（み

つ
み

つ
し

）久
米

能
古

（11）

25美
都

美
都

斯
（み

つ
み

つ
し

）久
米

能
古

（11）

26美
都

美
都

斯
（み

つ
み

つ
し

）久
米

能
古

（12）

27美
都

美
都

斯
（み

つ
み

つ
し

）久
米

能
古

（13）

28加
牟

加
是

能
（か

む
か

ぜ
の

）伊
勢

（14）

29多
多

那
米

弖
（た

た
な

め
て

）伊
那

佐
（15）

30志
麻

都
登

理
（し

ま
つ

と
り）宇

（15）

31夜
都

米
佐

須
（や

つ
め

さ
す

）伊
豆

毛
（24）

32佐
泥

佐
斯

（さ
ね

さ
し

）佐
賀

牟
（25）

33比
佐

迦
多

能
（ひ

さ
か

た
の

）阿
米

（28）

34多
迦

比
迦

流
（た

か
ひ

か
る

）比
能

美
古

（29）

35夜
須

美
斯

志
（や

す
み

し
し

）和
賀

意
富

岐
美

（29）

36阿
良

多
麻

能
（あ

ら
た

ま
の

）登
斯

（29）

37阿
良

多
麻

能
（あ

ら
た

ま
の

）都
紀

（29）

38多
多

美
許

母
（た

た
み

こ
も

）幣
具

理
（32）

39迩
本

杼
理

能
（に

ほ
ど

りの
）阿

布
美

（39）

40知
婆

能
（ち

ば
の

）加
豆

怒
（42）

41毛
毛

豆
多

布
 （も

も
づ

た
ふ

）都
奴

賀
（43）

42美
本

杼
理

能
（み

ほ
ど

りの
）迦

豆
伎

（43）

43美
都

具
理

能
（み

つ
ぐ

りの
）那

迦
（43）

44美
都

具
理

能
（み

つ
ぐ

りの
）那

迦
（44）

45美
豆

多
麻

流
（み

づ
た

ま
る

）伊
氣

（45）

46知
波

夜
夫

流
（ち

は
や

ぶ
る

）宇
遲

（51）

47知
波

夜
比

登
（ち

は
や

ひ
と

）宇
遲

（52）

48久
漏

邪
夜

能
（くろ

ざ
や

の
）摩

佐
豆

古
（53）

49淤
志

弖
流

夜
（お

し
て

る
や

）那
爾

波
（54）

50許
母

理
豆

能
（こ

も
りづ

の
）志

多
用

波
閇

都
都

（57）

51都
藝

泥
布

夜
（つ

ぎ
ね

ふ
や

）夜
麻

志
呂

（58）

52都
藝

泥
布

夜
（つ

ぎ
ね

ふ
や

）夜
麻

斯
呂

（59）

53阿
袁

迩
余

志
（あ

を
に

よ
し

）那
良

（59）

54袁
陀

弖
（を

だ
て

）夜
麻

登
（59）

55岐
毛

牟
加

布
（き

も
む

か
ふ

）許
許

呂
（61）

56都
藝

泥
布

（つ
ぎ

ね
ふ

）夜
麻

志
呂

（62）

57泥
士

漏
能

（ね
じ

ろ
の

）斯
漏

多
陀

牟
岐

（62）

58都
藝

泥
布

（つ
ぎ

ね
ふ

）夜
麻

志
呂

（64）

59多
迦

由
久

夜
（た

か
ゆ

くや
）波

夜
夫

佐
（68）

60多
迦

由
久

夜
（た

か
ゆ

くや
）波

夜
夫

佐
（69）

波
斯

多
弖

能
（は

し
た

て
の

）久
良

波
斯

夜
麻

（70）

波
斯

多
弖

能
（は

し
た

て
の

）久
良

波
斯

夜
麻

（71）

63多
麻

岐
波

流
（た

ま
き

は
る

）宇
知

（72）

64蘇
良

美
都

（そ
ら

み
つ

）夜
麻

登
（72）

65多
迦

比
迦

流
（た

か
ひ

か
る

）比
能

美
古

（73）

66蘇
良

美
都

（そ
ら

み
つ

）夜
麻

登
（73）

67迦
藝

漏
肥

能
（か

ぎ
ろ

ひ
の

）毛
由

流
（77）

68阿
志

比
紀

能
（あ

し
ひ

き
の

）夜
麻

（79）

69加
理

許
母

能
（か

りこ
も

の
）美

陀
禮

（81）

70阿
麻

陀
牟

（あ
ま

だ
む

）加
流

（84）

71阿
麻

陀
牟

（あ
ま

だ
む

）加
流

（85）

72布
那

阿
麻

理
（ふ

な
あ

ま
り）伊

賀
幣

理
（87）

73那
都

久
佐

能
（な

つ
くさ

の
）阿

比
泥

（88）

74夜
麻

多
豆

能
（や

ま
た

づ
の

）牟
加

閇
（89）

75許
母

理
久

能
（こ

も
りくの

）波
都

世
（90）

76都
久

由
美

能
（つ

くゆ
み

の
）許

夜
流

（90）

77阿
豆

佐
由

美
（あ

づ
さ

ゆ
み

）多
弖

理
（90）

78許
母

理
久

能
（こ

も
りくの

）波
都

世
（91）

79麻
多

麻
那

須
（ま

た
ま

な
す

）阿
賀

母
布

伊
毛

（91）

80加
賀

美
那

須
（か

が
み

な
す

）阿
賀

母
布

都
麻

（91）

81多
多

美
許

母
（た

た
み

こ
も

）幣
具

理
（92）

82夜
須

美
斯

志
（や

す
み

し
し

）和
賀

淤
富

岐
美

（98）

83斯
漏

多
閇

能
（し

ろ
た

へ
の

）蘇
弖

（98）

84蘇
良

美
都

（そ
ら

み
つ

）夜
麻

登
（98）

85夜
須

美
斯

志
（や

す
み

し
し

）和
賀

意
富

岐
美

（99）

86夜
本

爾
余

志
（や

ほ
に

よ
し

）伊
岐

豆
岐

（101）

87麻
紀

佐
久

（ま
き

さ
く）比

（101）

88阿
理

岐
奴

能
（あ

りき
ぬ

の
）美

弊
（101）

89多
加

比
加

流
（た

か
ひ

か
る

）比
能

美
古

（101）

90多
加

比
加

流
（た

か
ひ

か
る

）比
能

美
古

（102）

91毛
毛

志
紀

能
（も

も
し

き
の

）淤
富

美
夜

（103）

92宇
豆

良
登

理
（うづ

ら
と

り）比
礼

（103）

93爾
波

須
受

米
（に

は
す

ず
め

）宇
受

須
麻

理
（103）

94多
加

比
加

流
（た

か
ひ

か
る

）比
（103）

95美
那

曾
曾

久
（み

な
そ

そ
く）淤

美
（104）

96夜
須

美
斯

志
（や

す
み

し
し

）和
賀

意
富

岐
美

（105）

97意
布

袁
余

志
（お

ふ
を

よ
し

）斯
毘

（111）

98毛
毛

豆
多

布
（も

も
づ

た
ふ

）奴
弖

（112）

 1夜
句

茂
多

菟
（や

くも
た

つ）伊
弩

毛
（1）

 2阿
磨

佐
箇

屡
（あ

ま
ざ

か
る

）避
奈

（3）

 3飫
企

都
登

利
（お

き
つ

と
り）軻

茂
（5）

 4伊
殊

區
波

辭
（い

す
くは

し
）區

旎
羅

（7）

 5伽
牟

伽
筮

能
（か

む
か

ぜ
の

）伊
齊

（8）

 6瀰
都

瀰
都

志
（み

つ
み

つ
し

） 倶
梅

能
固

邏
（9）

 7哆
哆

奈
梅

弖
（た

た
な

め
て

）伊
那

瑳
 （12）

 8之
摩

途
等

利
（し

ま
つ

と
り）宇

（12）

 9瀰
都

瀰
都

志
（み

つ
み

つ
し

） 倶
梅

能
故

邏
（13）

10瀰
都

瀰
都

志
（み

つ
み

つ
し

）倶
梅

能
故

邏
（14）

11宇
磨

佐
開

（うま
さ

け
）瀰

和
 （16）

12宇
磨

佐
階

（うま
さ

け
）瀰

和
 （17）

13椰
句

毛
多

菟
（や

くも
た

つ
）伊

頭
毛

（20）

14多
多

瀰
許

莽
（た

た
み

こ
も

）弊
愚

利
（23）

15阿
佐

志
毛

能
（あ

さ
し

も
の

） 瀰
概

（24）

16多
摩

岐
波

屡
（た

ま
き

は
る

）于
池

（28）

17多
摩

枳
波

屡
（た

ま
き

は
る

）于
知

（29）

18珥
倍

廼
利

能
（に

ほ
ど

りの
）介

豆
岐

（29）

19知
麽

能
（ち

ば
の

） 伽
豆

怒
（34）

20瀰
莵

遇
利

能
 （み

つ
ぐ

りの
）那

伽
（35）

21瀰
豆

多
摩

蘆
（み

ず
た

ま
る

） 伊
戒

（36）

22知
破

椰
臂

苔
（ち

は
や

ひ
と

）于
旎

（42）

23智
破

椰
臂

等
（ち

は
や

ひ
と

）于
旎

（43）

24瀰
儺

曾
虚

赴
（み

な
そ

こ
ふ

） 於
瀰

（44）

25瀰
箇

始
報

（み
か

し
ほ

）破
利

摩
（45）

26以
播

區
娜

輸
（い

は
くだ

す
）伽

之
古

倶
（45）

27於
辭

弖
屡

（お
し

て
る

） 那
珥

破
（48）

28莵
藝

泥
赴

（つ
ぎ

ね
ふ

） 揶
莽

之
呂

（53）

29毛
毛

多
羅

儒
 （も

も
た

ら
ず

）揶
素

（53）

30莵
藝

泥
赴

（つ
ぎ

ね
ふ

） 揶
莽

之
呂

（54）

31阿
烏

珥
豫

辭
（あ

を
に

よ
し

） 儺
羅

（54）

32烏
陀

弖
（を

だ
て

）夜
莽

苔
（54）

33莵
怒

瑳
破

赴
（つ

の
さ

は
ふ

）以
破

（56）

34莵
藝

泥
赴

（つ
ぎ

ね
ふ

）揶
摩

之
呂

（57）

35莵
藝

泥
赴

（つ
ぎ

ね
ふ

） 夜
莽

之
呂

（58）

36比
佐

箇
多

能
（ひ

さ
か

た
の

）阿
梅

（59）

37破
始

多
弖

能
（は

し
た

て
の

） 佐
餓

始
枳

椰
摩

（61）

38多
莽

耆
破

屡
（た

ま
き

は
る

）宇
知

（62）

39阿
耆

豆
辭

莽
（あ

き
づ

し
ま

）揶
莽

等
（62）

40夜
輸

瀰
始

之
（や

す
み

し
し）和

我
於

朋
枳

瀰
（63）

41阿
企

莵
辭

摩
（あ

き
づ

し
ま

） 揶
莽

等
（63）

42波
那

具
波

辭
（は

な
ぐ

は
し

）佐
區

羅
（67）

43異
舍

儺
等

利
 （い

さ
な

と
り）宇

彌
（68）

44阿
資

臂
紀

能
（あ

し
ひ

き
の

）椰
摩

（69）

45布
儺

阿
摩

利
（ふ

な
あ

ま
り）異

餓
幣

利
（70）

46阿
摩
儴

霧
（あ

ま
だ

む
） 箇

留
 （71）

47婀
岐

豆
斯

麻
（あ

き
づ

し
ま

） 野
麻

登
（75）

48蘇
羅

瀰
豆

（そ
ら

み
つ

） 野
麻

等
（75一

本
）

49野
須

瀰
斯

志
（や

す
み

し
し

）倭
俄

飫
衰

枳
瀰

（76）

50擧
暮

利
矩

能
（こ

も
りくの

）播
都

制
（77）

51據
暮

利
矩

能
（こ

も
りくの

）播
都

制
（77）

52柯
武

柯
噬

能
 （か

む
か

ぜ
の

）伊
制

（78）

53農
播

柁
磨

能
（ぬ

ば
た

ま
の

） 矩
盧

古
磨

（81）

54伊
儺

武
斯

盧
（い

な
む

し
ろ

）哿
簸

（83）

55謨
謨

逗
柁

甫
（も

も
づ

た
ふ

） 奴
底

（85）

56擧
慕

摩
矩

羅
（こ

も
ま

くら
）拖

箇
（94）

57暮
能

娑
播
儞

（も
の

さ
は

に
） 於

衰
野

該
（94）

58播
屡

比
能

（は
る

ひ
の

）箇
須

我
（94）

59逗
摩

御
暮
屢

（つ
ま

ご
も

る
）鳴

佐
衰

（94）

60婀
嗚
儞

與
志

（あ
を

に
よ

し
）乃

樂
（95）

61斯
斯

貳
暮

能
（し

し
じ

も
の

）瀰
逗

矩
（95）

62瀰
儺

曾
曾

矩
（み

な
そ

そ
く）思

寐
（95）

63播
屡

比
能

（は
る

ひ
の

）哿
須

我
 （96）

64莽
紀

佐
倶

 （ま
き

さ
く）避

 （96）

65麼
左

棄
逗
囉

（ま
さ

き
づ

ら
）阿

藏
播

梨
（96）

66矢
洎

矩
矢

慮
（し

し
くし

ろ
）于

魔
伊

（96）

67儞
播

都
等
唎

（に
は

つ
と

り）柯
稽

（96）

68奴
都

等
利

（ぬ
つ

と
り） 枳

蟻
矢

（96）

69莒
母

利
矩

能
（こ

も
りくの

）簸
都

細
（97）

70都
奴

娑
播

符
（つ

ぬ
さ

は
ふ

） 以
簸

例
（97）

71野
須

美
矢

々
（や

す
み

し
し

）倭
我

於
朋

枳
美

（97）

72夜
酒

瀰
志

斯
（や

す
み

し
し

）倭
餓

於
朋

耆
瀰

（102）

73斯
那

提
流

（し
な

て
る

） 箇
多

烏
箇

夜
摩

（104）

74佐
須

陀
氣

能
（さ

す
た

け
の

） 枳
彌

（104）

添
付
資
料
【
人
麻
呂
歌
の
枕
詞
】
（
参
考
資
料
一
）
記
紀
歌
謡
の
枕
詞
（
伝
統
的
枕
詞
）

（
参
考
資
料
二
）
『
萬
葉
集
』
人
麻
呂
以
前

　
 『萬

葉
集

』人
麻

呂
以

前
の

枕
詞

 1虚
見

津
　
山

跡
                  （巻

1-1）

 2蜻
嶋

　
八

間
跡

                  （巻
1-2）

 3八
隅

知
之

　
我

大
王

            （巻
1-3）

 4玉
剋

春
　
内

                     （巻
1-4）

 5村
肝

乃
　
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （巻

1-5）

 6奴
要

子
鳥

　
卜

歎
               （巻

1-5）

 7珠
手

次
　
懸

                     （巻
1-5）

 8遠
神

　
吾

大
王

　
　
 　

　
　
　
　
　
 （巻

1-5）

 9草
枕

　
客

                        （巻
1-5）

10冬
木

成
　
春

  　
               （巻

1-16）

11味
酒

　
三

輪
                   （巻

1-17）

12青
丹

吉
　
奈

良
                （巻

1-17）

13茜
草

指
　
武

良
前

             （巻
1-20）

14紫
草

能
　
尓

保
敝

類
          （巻

1-21）

15打
麻

乎
　
麻

續
王

             （巻
1-23）

16空
蝉

之
　
命

                   （巻
1-24）

17奴
婆

珠
能

  黒
髪

             （巻
2-89）

18山
多

豆
乃

  迎
                （巻

2-90）

19玉
匣

　
覆

                      （巻
2-93）

20玉
匣

　
将

見
圓

山
             （巻

2-94）

21玉
匣

　
三

室
戸

山
　
　
   （巻

2-94或
本

）

22水
薦

苅
  信

濃
                （巻

2-96）

23水
薦

苅
  信

濃
                （巻

2-97）

24梓
弓

  引
                      （巻

2-98）

25玉
葛

　
実

                     （巻
2-101）

26千
磐

破
　
神

                  （巻
2-101）

27青
旗

乃
  木

旗
               （巻

2-148）

28玉
蘰

  影
                     （巻

2-149）

29八
隅

知
之

  吾
期

大
王

      （巻
2-152）

30鯨
魚

取
  淡

海
乃

海
         （巻

2-153）

31若
草

乃
  嬬

                  （巻
2-153）

32八
隅

知
之

  和
期

大
王

      （巻
2-155）

33百
磯

城
乃

  大
宮

人
         （巻

2-155）

34草
枕

　
客

                     （巻
3-415）

35敷
細

乃
　
黒

髪
       　

　
　
  （巻

4-493）

二
四
七

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―



（
参
考
資
料
四
）
人
麻
呂
同
時
代

　
 『萬

葉
集

』人
麻

呂
同

時
代

の
枕

詞

 1白
妙

能
　

衣
                    （巻

1-28）

 2已
津

物
  隠

                    （巻
1-43）

 3吾
妹

子
乎

 去
来

見
乃

山
　

　
  （巻

1-44）

 4八
隅

知
之

　
吾

大
王

           （巻
1-50）

 5高
照

　
日

乃
皇

子
　

　
　

　
　

　
　

（巻
1-50）

 6荒
妙

乃
　

藤
原

　
　

　
　

　
　

　
　

 （巻
1-50）

 7磐
走

　
淡

海
乃

國
　

　
　

　
　

　
　

（巻
1-50）

 8衣
手

能
　

田
上

山
　

　
　

　
　

　
　

（巻
1-50）

 9真
木

佐
苦

　
檜

　
　

　
　

　
　

　
　

 （巻
1-50）

10物
乃

布
能

　
八

十
氏

河
       （巻

1-50）

11鴨
自

物
　

水
尓

浮
             （巻

1-50）

12玉
藻

成
　

浮
倍

　
　

　
　

 　
　

　
 （巻

1-50）

13百
不

足
　

五
十

                （巻
1-50）

14八
隅

知
之

　
和

期
大

王
       （巻

1-52）

15高
照

　
日

之
皇

子
             （巻

1-52）

16麁
妙

乃
　

藤
井

                （巻
1-52）

17足
日

木
乃

  山
               （巻

2-107）

18足
日

木
能

  山
               （巻

2-108）

19大
船

之
  津

　
                （巻

2-109）

20八
隅

知
之

  我
大

王
         （巻

2-159）

21八
隅

知
之

　
吾

大
王

         （巻
2-162）

22高
照

　
日

之
皇

子
            （巻

2-162）

23神
風

乃
　

伊
勢

               （巻
2-162）

24味
凝

　
文

尓
乏

寸
            （巻

2-162）

25高
照

　
日

之
御

子
            （巻

2-162）

26神
風

乃
　

伊
勢

               （巻
2-163）

27高
光

　
我

日
皇

子
            （巻

2-171）

28高
光

　
吾

日
皇

子
            （巻

2-173）

29庭
多

泉
　

流
                  （巻

2-178）

30真
木

柱
　

太
                  （巻

2-190）

31毛
許

呂
裳

遠
　

春
冬

         （巻
2-191）

32天
離

　
夷

                     （巻
2-227）

33百
傳

　
磐

余
池

               （巻
3-416）

34名
湯

竹
乃

　
十

縁
            （巻

3-420）

35隠
久

乃
　

始
瀬

               （巻
3-420）

36玉
梓

乃
　

人
                  （巻

3-420）

37久
堅

乃
　

天
                  （巻

3-420）

38角
障

経
　

石
村

               （巻
3-423）

39延
葛

乃
　

弥
遠

永
            （巻

3-423）

40田
葛

根
乃

  弥
遠

長
   （巻

3-423一
云

）

41大
舟

之
  念

憑
 　

      （巻
3-423一

云
）

 1虚
見

　
倭

      　
　
  　

   （巻
1-29或

云
）　

 2青
丹

吉
　
平

山
                 （巻

1-29）

 3青
丹

吉
　
平

山
        　

 （巻
1-29或

云
）　

 4天
離

　
夷

            　
         （巻

1-29）

 5八
隅

知
之

　
吾

大
王

           （巻
1-36）

 6百
磯

城
乃

　
大

宮
人

           （巻
1-36）

 7八
隅

知
之

　
吾

大
王

           （巻
1-45）

 8隠
口

乃
　
泊

瀬
                 （巻

1-45）

 9草
枕

　
多

日
                    （巻

1-45）

10鯨
魚

取
　
海

                  （巻
2-131）

11肝
向

　
心

                     （巻
2-135）

12久
堅

之
　
天

                  （巻
2-167）

13久
堅

乃
　
天

                  （巻
2-168）

14烏
玉

之
  夜

                  （巻
2-169）

15烏
玉

乃
　
夜

   　
　
       　

  （巻
2-194）

16草
枕

　
旅

　
　
　
　
             （巻

2-194）

17久
堅

能
　
天

                　
（巻

2-199）

18八
隅

知
之

　
吾

大
王

   　
    （巻

2-199）

19冬
木

成
　
春

　
　
　
          　

（巻
2-199）

20冬
木

成
　
春

            （巻
2-199一

云
）

21八
隅

知
之

　
吾

大
王

         （巻
2-199）

22玉
手

次
　
懸

                  （巻
2-199）

23久
堅

之
  天

                  （巻
2-200）

24鯨
魚

取
　
海

     　
           （巻

2-220）

25八
隅

知
之

　
吾

大
王

         （巻
3-239）

26高
光

　
吾

日
乃

皇
子

         （巻
3-239）

27久
堅

乃
　
天

                  （巻
3-239）

28久
堅

乃
　
天

                  （巻
3-240）

29天
離

　
夷

                     （巻
3-255）

30苅
薦

乃
  乱

                  （巻
3-256）

31八
隅

知
之

　
吾

大
王

        （巻
3-261）

32高
輝

　
日

之
皇

子
　

　
       （巻

3-261）

33久
方

　
天

                   （巻
3-261）

34草
枕

　
羈

                   （巻
3-426）

35隠
口

能
　

泊
瀨

              （巻
3-428）

 1玉
手

次
　
畝

火
      　

        （巻
1-29）

 2百
磯

城
之

　
大

宮
處

          （巻
1-29）

 3安
見

知
之

　
吾

大
王

          （巻
1-38）

 4夏
草

之
　
念

思
奈

要
         （巻

2-131）

 5角
障

経
  石

見
　
　
         　

（巻
2-135）

 6大
舟

之
　
渡

乃
山

            （巻
2-135）

 7嬬
隠

有
　
屋

上
乃

山
         （巻

2-135）

 8敷
妙

乃
　
衣

                  （巻
2-135）

 9勇
魚

取
　
海

                  （巻
2-138）

10敷
妙

之
　
妹

之
手

本
         （巻

2-138）

11夏
草

之
　
念

思
奈

要
         （巻

2-138）

12大
船

之
　
思

憑
             　

（巻
2-167)

13刺
竹

之
　
皇

子
         （巻

2-167一
云

）

14茜
刺

　
日

                     （巻
2-169）

15敷
妙

乃
  袖

                  （巻
2-195）

16敷
妙

之
　
袖

                  （巻
2-196）

17鏡
成

　
見

                     （巻
2-196）

18夏
草

乃
　
念

之
萎

          　
（巻

2-196）

19大
船

　
猶

預
不

定
　
　
        （巻

2-196）

20千
磐

破
　
人

　
　
　
            （巻

2-199）

21刺
竹

　
皇

子
            （巻

2-199一
云

）

22白
妙

乃
　
麻

衣
               （巻

2-199）

23赤
根

刺
　
日

                  （巻
2-199）

24烏
玉

能
　
暮

                  （巻
2-199）

25大
船

之
　
思

憑
               （巻

2-207）

26梓
弓

　
聲

                     （巻
2-207）

27玉
手

次
　
畝

火
               （巻

2-207）

28白
妙

之
　
天

領
巾

            （巻
2-210）

29白
栲

　
天

領
巾

               （巻
2-213）

30梓
弓

　
音

                     （巻
2-217）

31布
栲

乃
　
手

枕
               （巻

2-217）

32若
草

　
其

嬬
子

               （巻
2-217）

33敷
妙

乃
　
枕

　
　
　
  　

      　
（巻

2-220）

34色
妙

乃
  枕

                  （巻
2-222）

35白
栲

乃
　
藤

江
      （巻

3-252一
本

云
）

 1樛
木

乃
　
弥

継
嗣

尓
           (巻

1-29）

 2天
尓

満
  倭

       　
　
    　

  （巻
1-29）

 3石
走

　
淡

海
國

                （巻
1-29）

 4御
心

乎
　
吉

野
　
              （巻

1-36）

 5花
散

相
　
秋

津
　
　
　
          （巻

1-36）

 6釼
著

  手
節

                    (巻
1-41）

 7高
照

　
日

之
皇

子
             （巻

1-45）

 8坂
鳥

乃
　
朝

越
                （巻

1-45）

 9玉
限

　
夕

                      （巻
1-45）

10真
草

苅
  荒

野
                (巻

1-47）

11葉
  過

                         (巻
1-47）

12露
霜

乃
　
置

                 （巻
2-131）

13言
佐

敝
久

　
辛

乃
埼

        （巻
2-135）

14深
海

松
乃

　
深

              （巻
2-135）

15延
都

多
乃

　
別

　
　
       　

 （巻
2-135）

16天
傳

　
入

日
                 （巻

2-135）

17露
霜

乃
　
置

                 （巻
2-138）

18指
上

　
日

　
　
　
        （巻

2-167一
云

）

19高
照

　
日

之
皇

子
           （巻

2-167）

20飛
鳥

之
　
浄

之
宮

           （巻
2-167）

21春
花

之
　
貴

                 （巻
2-167）

22望
月

乃
　
満

波
之

           （巻
2-167）

23天
水

　
仰

而
待

              （巻
2-167）

24飛
鳥

　
明

日
香

              （巻
2-194）

25劔
刀

　
於

身
副

              （巻
2-194）

26玉
垂

乃
　
越

                 （巻
2-194）

27玉
垂

乃
　
越

                 （巻
2-195）

28飛
鳥

　
 明

日
香

             （巻
2-196）

29三
五

月
之

　
益

目
頬

染
     （巻

2-196）

30御
食

向
　
木

躪
　
　
          （巻

2-196）

31味
澤

相
　
目

                 （巻
2-196）

32宿
兄

鳥
之

　
片

戀
           （巻

2-196）

33朝
鳥

  徃
来

                 （巻
2-196）

34朝
霧

　
徃

来
           （巻

2-196一
云

）

35夕
星

之
　
彼

徃
此

去
        （巻

2-196）

36狛
劔

　
和

射
見

　
　
          （巻

2-199）

37鷄
之

鳴
　
吾

妻
              （巻

2-199）

38大
雪

乃
　
乱

　
　
  　

     　
　

（巻
2-199）

39露
霜

之
　
消

                 （巻
2-199）

40去
鳥

乃
　
相

競
　
　
　
    　

  （巻
2-199）

41朝
霜

之
　
消

           （巻
2-199一

云
）

42木
綿

花
乃

　
榮

　
            （巻

2-199）

43春
鳥

之
　
佐

麻
欲

比
        （巻

2-199）

44言
左

敝
久

　
百

濟
           （巻

2-199）

45朝
毛

吉
　
木

上
              （巻

2-199）

46天
飛

也
　
軽

                 （巻
2-207）

47狭
根

葛
　
後

毛
将

相
        （巻

2-207）

48玉
蜻

　
磐

垣
淵

              （巻
2-207）

49奥
津

藻
之

　
名

延
  　

   　
  （巻

2-207）

50黄
葉

乃
　
過

                 （巻
2-207）

51玉
梓

之
　
使

　
　
             （巻

2-207）

52玉
桙

　
道

      　
            （巻

2-207）

53玉
梓

之
  使

                 （巻
2-209）

54入
日

成
　
隠

                 （巻
2-210）

55枕
付

　
嬬

屋
　
　
             （巻

2-210）

56大
鳥

乃
　
羽

易
乃

山
        （巻

2-210）

57珠
蜻

　
髣

髴
                 （巻

2-210）

58衾
道

乎
  引

手
乃

山
        （巻

2-212）

59入
日

成
　
隠

                 （巻
2-213）

60枕
付

　
嬬

屋
                 （巻

2-213）

61大
鳥

　
羽

易
山

              （巻
2-213）

62衾
路

  引
出

山
              （巻

2-215）

63秋
山

　
下

部
留

              （巻
2-217）

64奈
用

竹
乃

　
騰

遠
依

        （巻
2-217）

65栲
紲

之
　
長

命
　
　
          （巻

2-217）

66劔
刀

　
身

二
副

              （巻
2-217）

67天
數

  凡
津

                 （巻
2-219）

68玉
藻

吉
　
讃

岐
              （巻

2-220）

69玉
桙

之
　
道

                 （巻
2-220）

70弱
薦

乎
　獦

路
              （巻

3-239）

71真
十

鏡
　
仰

見
              （巻

3-239）

72春
草

之
　
益

目
頬

四
寸

     （巻
3-239）

73荒
栲

　
藤

江
之

浦
           （巻

3-252）

74留
火

之
　
明

                 （巻
3-254）

75物
乃

部
能

  八
十

　
 　

      （巻
3-264）

76山
際

従
　
出

雲
              （巻

3-429）

77八
雲

刺
　
出

雲
              （巻

3-430）

78珠
衣

乃
　
狭

藍
左

謂
        （巻

4-503）

（
注
1）枕

詞
の
認
定
に
つ
い
て
は
、橋
本
達
雄
氏「
万
葉
集
枕
詞
一
覧
」（『
万
葉
集
事
典
』、1975年

10月
、有

精
堂
）、廣

岡
義
隆
氏「
資
料
　
枕
詞
の
研
究
の
た
め
に『
萬
葉
集
』枕
詞
の
一
覧
」（
三
重
大
学
日
本

語
学
文
学
』12巻

、2001年
6月
）等
を
参
照
し
、一
部
、私
的
に
判
断
し
た
。

（
注
2）人

麻
呂
歌
の
枕
詞
の
、1の

伝
統
的
な
枕
詞
と
は
、記
紀
歌
謡
に
人
麻
呂
以
前
の
萬
葉
第
一
期
の
枕
詞

を
加
え
た
も
の
。

２
の
伝
統
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
枕
詞
と
は
、１
に
比
し
て
文
字
表
現
や
被
枕
詞
が
違
う
な
ど
の
工

夫
が
見
ら
れ
る
も
の
。

３
の
人
麻
呂
初
出
の
枕
詞
と
は
、１
・
２
に
な
く
、同
時
代
の
枕
詞
と
比
し
て
も
人
麻
呂
歌
が
先
と

想
定
さ
れ
る
も
の
。但
し
、同
時
代
の
も
の
で
共
に
作
歌
年
代
が
分
か
ら
ず
推
定
も
難
し
い
場
合

は
、人
麻
呂
歌
初
出
と
し
た
。

人
麻

呂
歌

の
枕

詞

（
参
考
資
料
三
）
人
麻
呂
歌
の
枕
詞

１、
伝

統
的

な
枕

詞
２
、
伝

統
に

工
夫

を
凝

ら
し

た
枕

詞
３
、

人
麻

呂
歌

初
出

の
枕

詞

二
四
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



た
ま

ほ
こ

の
…

37例

人
麻

呂
歌

…
2例

人
麻

呂
歌

集
歌

…
4例

人
麻

呂
歌

以
後

…
31例

  （
内

訳
）
　

　
笠

金
村

…
2例

　
　

　
　

　
　

　
安

貴
王

…
1例

　
　

　
　

　
　

山
上

憶
良

…
1例

　
　

　
　

諸
王

諸
臣

子
等

…
1例

　
　

　
　

　
　

石
川

老
夫

…
1例

　
　

　
　

　
高

橋
虫

麻
呂

…
1例

　
　

　
　

　
田

辺
福

麻
呂

…
1例

　
　

　
　

　
　

大
伴

家
持

…
11例

　
　

　
　

　
　

大
伴

池
主

…
1例

　
　

調
使

首
…

1例
　

作
者

未
詳

…
10例

ま
そ

か
が

み
…

28例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

集
歌

…
3例

古
歌

集
…

1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
23例

　
（
内

訳
）
　

 沙
弥

満
誓

…
1例

　
　

　
 　

大
伴

坂
上

郎
女

…
3例

　
　

　
　

 　
田

辺
福

麻
呂

…
2例

　
　

　
　

    　
大

伴
家

持
…

4例

　
　

　
　

    　
中

臣
宅

守
…

1例

　
　

　
　

   　
作

者
未

詳
…

12例

も
の

の
ふ

の
…

18例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
17例

　
（
内

訳
）
　

　
笠

金
村

…
2例

　
　

　
　

諸
王

諸
臣

子
等

…
1例

　
　

　
　

　
　

刀
理

宣
令

…
1例

　
　

　
　

　
　

大
伴

家
持

…
8例

 　
  福

麻
呂

…
1例

　
未

詳
…

4例

た
ま

づ
さ

の
…

17例

人
麻

呂
歌

…
2例

人
麻

呂
歌

以
後

…
15例

 （
内

訳
）
大

伴
坂

上
郎

女
…

1例

　
三

中
…

1例
、

丹
生

王
…

1例

　
家

持
…

1例
、

池
主

…
1例

　
車

持
娘

子
…

1例
、

未
詳

…
9例

玉
蜻

　
磐

垣
淵

 （巻
2-207）

玉
響

　
昨

夕
 （巻

11-2391）

玉
蜻

　
石

垣
淵

（巻
11-2700）

玉
蜻

　
髣

髴
（巻

12-3085）

劔
刀

　
身

二
副

 （巻
2-217）

劔
刀

  身
副

 （巻
11-2637）

劔
大

刀
　

名
 （巻

12-2984）

劔
刀

   齋
   （巻

13-3227）

鷄
鳴

　
東

   （巻
12-3194）

鷄
鳴

　
東

   （巻
18-4094）

等
里

我
奈

久
 安

豆
麻

（巻
18-4131）

露
霜

乃
　

置
   （巻

2-138）

露
霜

乃
   秋

 （巻
6-1047）

露
霜

乃
　

消
 （巻

12-3043）

旦
霧

　
八

重
山

 （巻
10-1941）

旦
霧

　
八

重
山

 （巻
10-1945）

朝
霧

乃
  思

或
 （巻

13-3344）

黄
葉

乃
　

過
   （巻

2-207）

黄
葉

之
　

過
   （巻

10-2297）

黄
葉

之
　

散
過

 （巻
13-3333）

石
激

　
垂

見
   （巻

8-1418）

石
走

  垂
水

 （巻
12-3025）

高
照

　
日

之
皇

子
　

（巻
2-167）

高
照

　
日

之
皇

子
　

（巻
2-162）

高
照

　
日

之
皇

子
　

 （巻
1-52）

麻
毛

吉
  木

川
  （巻

7-1209）

朝
裳

吉
  木

  （巻
9-1680）

珠
蜻

　
髣

髴
   （巻

2-210） 

玉
限

　
石

垣
淵

（巻
11-2509） 

玉
限

　
日

   （巻
13-3250）

劔
刀

　
磨

　
 （巻

13-3326）

都
流

伎
多

知
  身

    （巻
14-3485）

都
流

藝
多

知
  刀

具
 （巻

20-4467）

登
利

我
奈

久
 安

豆
麻

（巻
20-4331）  

等
里

我
奈

久
 安

豆
麻

（巻
20-4333）

露
霜

之
　

消
   （巻

2-199）

露
霜

乃
　

安
伎

 （巻
17-4011）

露
霜

之
　

過
 （巻

19-4211）

安
佐

疑
理

能
　

美
太

流
（巻

17-4008)

黄
葉

之
  過

  （巻
13-3344）

石
走

　
淡

海
縣

　
（巻

7-1287）

伊
波

婆
之

流
  多

伎
（巻

15-3617）

高
照

  日
之

皇
子

（巻
13-3234）

朝
裳

吉
　

城
於

道
（巻

13-3324）

玉
桙

　
道

    　
　

　
（巻

2-207）

玉
桙

　
路

　
 　

　
（巻

11-2370）

玉
桙

　
路

　
　

 　
（巻

11-2380）

玉
桙

乃
　

道
　

 　
　

（巻
1－

79）

玉
桙

之
　

道
　

 　
　

（巻
2-230）

玉
桙

之
　

道
　

　
 　

（巻
4-534）

珠
桙

乃
　

道
 　

　
　

（巻
4-546）

玉
桙

乃
　

道
　

　
 　

（巻
5-886）

玉
桙

之
　

道
 　

　
　

（巻
6-948）

玉
桙

乃
　

道
　

　
  （巻

8-1534）

玉
桙

乃
  道

 　
　

 （巻
8-1619）

玉
桙

乃
　

道
  　

  （巻
9-1738）

玉
桙

乃
　

道
  　

  （巻
9-1801）

玉
桙

乃
　

里
    （巻

11-2598）

（ 他
に

枕
詞

と
し

な
い

「ま
そ

か
が

み
」の

用
例

…
7例

）

真
十

鏡
　

仰
見

 （巻
3-239） 

真
鏡

　
照

　
 （巻

11-2462）

真
十

鏡
　

見
 （巻

11-2366）

真
十

鏡
　

見
  （巻

4-572）

真
十

鏡
   磨

 （巻
4-619）

真
十

鏡
   磨

 （巻
4-673）

真
十

鏡
  見

宿
女

（巻
6-1066）

真
十

鏡
　

照
 （巻

7-1079）

銅
鏡

　
清

    （巻
8-1507）

真
十

鏡
　

直
目

 （巻
9-1792）

真
十

鏡
　

見
名

淵
山

（巻
10-2206）

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

「も
の

の
ふ

の
」の

用
例

…
3例

）

物
乃

部
能

 八
十

氏
河

（巻
3-264）

物
乃

布
能

  八
十

氏
河

（巻
1-50）

物
乃

負
能

 八
十

伴
男

（巻
3-478）

物
部

乃
  八

十
伴

雄
 （巻

4-543）

物
部

乃
  八

十
伴

雄
 （巻

6-928）

物
部

乃
 八

十
友

能
壮

（巻
6-948）

物
負

之
  八

十
伴

緒
（巻

6-1047）

玉
梓

之
　

使
　

 （巻
2-207）

玉
梓

乃
　

人
   （巻

3-420）

玉
梓

乃
  事

   （巻
3-445）

玉
梓

之
　

使
   （巻

4-619）

玉
梓

能
  妹

  （巻
7-1415）

玉
梓

之
　

妹
  （巻

7-1416）

玉
桙

之
　

道
    　

  （巻
2-220）

玉
桙

　
道

    　
  （巻

11-2393）

玉
桙

　
路

　
　

  　
（巻

11-2507）

玉
桙

之
　

道
 　

  （巻
11-2605）

玉
戈

之
　

道
  　

 （巻
11-2643）　

玉
桙

之
　

道
 　

  （巻
12-2871）

玉
桙

之
　

道
  　

 （巻
12-2946）

玉
桙

之
　

道
 　

  （巻
12-3139）

玉
桙

乃
　

道
 　

  （巻
13-3276）

玉
桙

之
　

道
  　

 （巻
13-3318）

玉
桙

之
　

道
  　

 （巻
13-3335）

玉
桙

之
　

道
  　

 （巻
13-3339）

多
麻

保
許

能
　

道
（巻

17-3957）

真
鏡

　
床

重
不

去
（巻

11-2501）

真
素

鏡
   直

    （巻
11-2632）

真
十

鏡
   面

影
 （巻

11-2634）

真
素

鏡
   清

    （巻
11-2670）

犬
馬

鏡
   直

目
 （巻

11-2810）

真
十

鏡
   照

    （巻
11-2811）

真
十

鏡
   見

    （巻
12-2978）

真
十

鏡
   直

目
 （巻

12-2979）

犬
馬

鏡
   見

    （巻
12-2980）

物
部

乃
　

石
瀬

　
  （巻

8-1470）

物
部

乃
　

 八
十

氏
川

（巻
11-2714）

物
部

之
　

氏
川

  （巻
13-3237）

物
部

乃
　

八
十

  （巻
13-3276）

物
能

乃
敷

能
　

夜
蘇

 （巻
17-3991）

毛
能

乃
布

能
　

八
十

 （巻
18-4094）

玉
梓

之
  使

    （巻
2-209）

玉
梓

     使
 （巻

10-2111）

玉
梓

之
  使

 （巻
11-2548）

玉
梓

之
　

使
 （巻

11-2586）

玉
梓

之
  使

 （巻
12-2945）

玉
梓

之
  使

 （巻
12-3103）

多
麻

保
己

能
　

美
知

（巻
17-3962）

多
麻

保
許

乃
　

美
知

（巻
17-3969）

多
麻

保
己

乃
　

路
　

 （巻
17-3978）　

多
麻

保
許

乃
　

美
知

（巻
17-3995）

多
麻

保
許

乃
　

美
知

（巻
17-4006）

多
麻

保
許

乃
　

美
知

（巻
17-4009）

多
末

保
許

乃
　

美
知

（巻
18-4116）

玉
桙

之
　

道
         （巻

19-4214）

玉
桙

之
　

道
         （巻

19-4251）

多
麻

保
許

乃
　

美
知

（巻
20-4408）

真
祖

鏡
　

見
  　

　
（巻

11-2509）

犬
馬

鏡
   正

目
    （巻

13-3250）

喚
犬

追
馬

鏡
  見

  （巻
13-3324）

麻
蘇

可
我

美
  可

氣
（巻

15-3765）

麻
蘇

鏡
   吉

欲
伎

　
（巻

17-3900）

真
鏡

   蓋
上

山
    （巻

19-4192）

真
鏡

　
見

　
       　

（巻
19-4214）

末
蘇

可
我

美
  弥

  （巻
19-4221）

毛
能

乃
敷

能
  夜

蘇
（巻

18-4098）

物
能

乃
布

能
  夜

蘇
 （巻

18-4100）

物
部

乃
　

八
十

　
 （巻

19-4143）

物
乃

布
能

  八
十

（巻
19-4254）

毛
能

乃
布

能
　

八
十

（巻
19-4266）

玉
梓

之
　

使
   （巻

13-3258）

玉
梓

之
　

使
   （巻

13-3344）

玉
梓

乃
   使

  （巻
16-3811）

多
麻

豆
左

能
　

使
（巻

17-3957）

多
麻

豆
佐

能
  都

可
比

（巻
17-3973）

人
麻

呂
歌

集
歌

…
１例

た
ま

か
ぎ

る
…

11例

人
麻

呂
歌

…
3例

人
麻

呂
歌

集
歌

…
3例

人
麻

呂
歌

以
後

…
5例

（内
訳

）憶
良

…
1例

、
未

詳
4例

つ
る

ぎ
た

ち
…

12例

人
麻

呂
歌

…
2例

人
麻

呂
歌

集
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
9例

 （
内

訳
）
笠

女
郎

、
山

口
女

王
、

　
虫

麻
呂

、
家

持
…

各
1例

、
未

5

と
り
が

な
く
…

9例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
8例

　
國

人
、

福
麻

呂
、

虫
麻

呂
、

池
主

　
…

各
1例

、
家

持
…

3例
、

未
1

つ
ゆ

し
も

の
…

9例

人
麻

呂
歌

…
3例

人
麻

呂
歌

以
後

…
6例

三
中

、福
麻

呂
…

各
1例

、家
持

…
3例

、未
1

あ
さ

ぎ
り
の

…
8例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
7例

　
笠

郎
女

、
高

橋
朝

臣
、

陽
春

、

　
池

主
、

各
1例

、
未

3

も
み

ち
ば

の
…

8例

人
麻

呂
歌

…
2例

人
麻

呂
歌

集
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
5例

　

県
犬

養
人

上
…

1例
、

未
4

い
は

ば
し

る
…

7例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
５
例

 志
貴

皇
子

、
大

石
簔

麻
呂

…
各

1例
、

未
３

た
か

て
ら

す
…

7例

人
麻

呂
歌

…
2例

古
歌

集
…

2例
  持

統
天

皇
…

2例

人
麻

呂
歌

以
後

…
3例

　
未

3

あ
さ

も
よ

し
…

6例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
5例

　
調

淡
海

、
笠

金
村

…
各

1例
、

未
3

玉
限

　
夕

  　
    （巻

1-45）

玉
蜻

　
夕

    （巻
10-1816）

玉
蜻

蜒
　

髣
髴

（巻
8-1526）

玉
蜻

　
直

一
目

 （巻
10-2311）

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

「つ
る

ぎ
た

ち
｝の

用
例

…
9例

劔
刀

　
於

身
副

 （巻
2-194）

劔
刀

　
名

　
  （巻

11-2499）

劔
大

刀
　

身
尓

取
 （巻

4-604）

劔
大

刀
  名

    （巻
4-616）

劔
刀

  己
　

　
　

（巻
9-1741）

鷄
之

鳴
　

吾
妻

（巻
2-199）

鷄
之

鳴
　

東
   （巻

3-382）

鳥
鳴

　
東

     （巻
9-1800）

鷄
鳴

　
吾

妻
  （巻

9-1807）

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

「つ
ゆ

し
も

の
」の

用
例

…
3例

）

露
霜

乃
　

置
    （巻

2-131）

露
霜

　
置

       （巻
3-443）

露
霜

乃
　

消
   （巻

3-466）

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

「あ
さ

ぎ
り
の

」の
用

例
…

2例
）

朝
霧

　
徃

来
 （巻

2-196一
云

）

朝
霧

　
髪

髴
　

　
（巻

3-481）

朝
霧

　
鬱

 　
　

  （巻
4-599）

朝
霧

乃
  既

夜
須

伎
（巻

5-885）

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

「も
み

ち
ば

の
」の

用
例

…
11例

）

葉
  過

           (巻
1-47）

黄
葉

之
  過

  （巻
9-1796）

黄
葉

乃
　

移
   （巻

3-459）

黄
葉

乃
　

過
 　

（巻
4-623）

石
走

　
淡

海
國

   （巻
1-29）

磐
走

　
淡

海
乃

國
 　

（巻
1-50）

石
流

　
垂

水
  （巻

7-1142）

高
照

　
日

之
皇

子
　

 （巻
1-45）

高
照

　
日

之
御

子
 （巻

2-162）

高
照

　
日

乃
皇

子
 　

（巻
1-50）

朝
毛

吉
　

木
上

　
    （巻

2-199）

朝
毛

吉
　

木
人

  　
　

（巻
1-55）

麻
裳

吉
  木

道
    　

（巻
4-543）

（
参
考
資
料
五
）
人
麻
呂
創
出
の
枕
詞
の
継
承

二
四
九

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―



あ
さ

と
り
の

…
4例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
3例

　
金

村
1，

高
橋

2

あ
さ

し
も

の
…

4例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
2例

　
未

詳
2

お
き

つ
も

の
…

4例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
3例

当
麻

麻
呂

妻
、

2例
、

未
詳

1

あ
ま

と
ぶ

や
…

4例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
3例

　

 金
村

、
憶

良
、

未
詳

、
各

1例

ま
く
ら

づ
く
…

4例

人
麻

呂
歌

…
2例

人
麻

呂
歌

以
後

…
2例

 憶
良

1、
家

持
1

は
る

と
り
の

…
3例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
2例

福
麻

呂
1、

家
持

1

つ
が

の
き

の
…

3例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
2例

 赤
人

1、
家

持
1

い
り
ひ

な
す

…
3例

人
麻

呂
歌

…
2例

人
麻

呂
歌

以
後

…
1例

  家
持

1

た
く
な

は
の

…
3例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
2例

 麻
蘇

娘
子

1、憶
良

1

あ
ま

つ
み

づ
…

2例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
1例

 家
持

1

ゆ
ふ

つ
づ

の
…

2例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
1例

 憶
良

1

ゆ
く
と

り
の

…
2例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
1例

 未
1

は
る

く
さ

の
…

2例
   （他

に
枕

詞
と

し
な

い
用

例
…

1例
）

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
1例

 未
詳

1

朝
鳥

   徃
来

   （巻
2-196）

朝
鳥

之
　

啼
耳

哭
 （巻

3-481）

朝
霜

之
　

消
（巻

2-199一
云

）

朝
霜

之
　

消
  （巻

7-1375）

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

「お
き

つ
も

の
｝の

用
例

…
1例

奥
津

藻
之

　
名

延
 （巻

2-207）

已
津

物
　

隠
      （巻

1-43）

已
津

物
　

隠
     （巻

4-511）

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

「あ
ま

と
ぶ

や
」の

用
例

…
3例

）

天
飛

也
  軽

　
  （巻

2-207） 

天
翔

哉
　

軽
    （巻

4-543）

枕
付

　
嬬

屋
    （巻

2-210） 

摩
久

良
豆

久
　

都
摩

夜
（巻

5-795)

春
鳥

之
　

佐
麻

欲
比

（巻
2-199）

春
鳥

能
　

啼
耳

鳴
 （巻

9-1804）

樛
木

乃
　

弥
継

嗣
尓

 (巻
1-29）

都
賀

乃
樹

乃
　
弥

継
嗣

尓
 （巻

3-324）

入
日

成
　

隠
    （巻

2-210）

入
日

成
　

隠
 　

 （巻
3-466）

栲
紲

之
　

長
命

 （巻
2-217）

栲
縄

之
　

永
命

 （巻
4-704）

天
水

　
仰

而
待

  （巻
2-167）

安
麻

都
美

豆
　

安
布

藝
弖

曽
麻

都
（巻

18-4122）

夕
星

之
　

彼
徃

此
去

 （2-196）

夕
星

乃
　

由
布

弊
  （巻

5-904）

去
鳥

乃
　

相
競

 （巻
2-199）

行
鳥

之
　

群
 （巻

13-3326）

春
草

之
　

益
目

頬
四

（巻
3-239）

春
草

之
　

繁
 （巻

10-1920）

朝
鳥

之
  啼

耳
鳴

 （巻
3-483）

人
麻

呂
歌

集
歌

…
1例

朝
霜

乃
　

消
 （巻

12-3045）

奥
藻

之
  名

延
 （巻

11-2782）

天
飛

也
　

領
巾

 （巻
8-1520）

枕
付

　
嬬

屋
    （巻

2-213）

枕
附

   都
麻

屋
 （巻

19-4154）

春
鳥

乃
　

佐
麻

欲
比

（巻
20-4408）

都
我

能
木

能
　

伊
也

継
々

尓
（巻

19-4266）

入
日

成
　

隠
    （巻

2-213） 

栲
縄

能
  千

尋
 （巻

5-902）

こ
ま

つ
る

ぎ
…

2例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
1例

 未
詳

1

さ
ね

か
づ

ら
…

2例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

集
歌

…
1例

朝
鳥

之
  朝

立
  （巻

9-1785）

朝
霜

　
消

  （巻
11-2458）

天
飛

也
   軽

  （巻
11-2656）

狛
劔

　
和

射
見

（巻
2-199）

高
麗

劔
　

己
（巻

12-2983）

狭
根

葛
　

後
毛

将
相

（巻
2-207）

核
葛

　
後

相
   （巻

11-2479）

と
ぶ

と
り
の

…
5例

人
麻

呂
歌

…
3例

人
麻

呂
歌

以
後

…
2例

 元
明

（？
）1、

未
1

は
る

は
な

の
…

5例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
4例

　
福

麻
呂

、
1例

、
家

持
、

2例
、

未
1

た
ま

だ
れ

の
…

5例

人
麻

呂
歌

…
2例

古
歌

集
…

1例
  未

詳
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
2例

 未
2

あ
ぢ

さ
は

ふ
…

5例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
4例

　

赤
人

、
福

麻
呂

、
各

1例
、

未
2

ぬ
え

ど
り
の

…
5例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
4例

憶
良

、
家

持
、

各
1例

、
未

2

あ
ら

た
へ

の
…

5例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
4例

赤
人

、
伝

人
麻

呂
、

各
1例

、
未

2

は
ふ

つ
た

の
…

4例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
3例

福
麻

呂
、

坂
上

郎
女

、
各

1例
、

未
1

あ
ま

づ
た

ふ
…

4例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
3例

 未
3

ふ
か

み
る

の
…

4例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
3例

　
赤

人
1、

未
2

も
ち

づ
き

の
…

4例

人
麻

呂
歌

…
2例

人
麻

呂
歌

以
後

…
2例

 虫
麻

呂
1、

未
1

み
け

む
か

ふ
…

4例

人
麻

呂
歌

…
1例

人
麻

呂
歌

以
後

…
2例

 赤
人

1、
福

麻
呂

1

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

「と
ぶ

と
り
の

」の
用

例
…

2例
）

飛
鳥

之
　

浄
之

宮
 （巻

2-167）

飛
鳥

　
明

日
香

  （巻
1-78）

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

「は
る

は
な

の
」の

用
例

…
6例

）

春
花

之
　

貴
　

 （巻
2-167）

春
花

乃
　

遷
日

（巻
6-1047）

春
花

乃
　

益
希

見
（巻

10-1886）

玉
垂

乃
　

越
    （巻

2-194）

玉
垂

　
小

簾
 （巻

11-2364）

玉
垂

之
  小

簾
 （巻

7-1073）

味
澤

相
　

目
    （巻

2-196）

味
澤

相
　

妹
目

 （巻
6-942）

味
澤

相
　

宵
晝

 （巻
9-1804）

宿
兄

鳥
之

　
片

戀
 （巻

2-196）

奴
延

鳥
乃

　
能

杼
与

比
（巻

5-892）

奴
延

鳥
之

　
裏

歎
 （巻

10-1997）

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

「あ
ら

た
へ

の
」の

用
例

…
2例

）

荒
栲

　
藤

江
   （巻

3-252）

荒
妙

乃
　

 藤
原

 （巻
1-50）

麁
妙

乃
   藤

井
 （巻

1-52）

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

「は
ふ

つ
た

の
」の

用
例

…
1例

）

延
都

多
乃

　
別

 （巻
2-135）

蔓
都

多
乃

　
各

向
（巻

9-1804）

天
傳

　
入

日
   （巻

2-135）

天
傳

　
日

笠
浦

  （巻
7-1178）

深
海

松
乃

　
深

  （巻
2-135）

深
見

流
乃

　
見

　
（巻

6-946）

望
月

乃
　

満
波

之
 （巻

2-167）

望
月

之
　

満
   （巻

9-1807）

御
食

向
　

木
躪

  （巻
2-196）

御
食

向
　

淡
路

 （巻
6-946）

飛
鳥

　
明

日
香

 （巻
2-194）

飛
鳥

　
飛

鳥
 （巻

16-3791）

春
花

能
  佐

可
里

（巻
18-4106）

玉
垂

乃
　

越
    （巻

2-195）

玉
垂

之
　

小
簀

 （巻
11-2556）

味
澤

相
　

目
 （巻

11-2555）

奴
延

鳥
  浦

嘆
  （巻

10-2031）

荒
妙

   藤
井

   （巻
6-938）

延
津

田
乃

　
歸

 （巻
13-3291）

天
傳

  日
    （巻

13-3258）

深
海

松
乃

   深
 （巻

13-3301）

三
五

月
之

　
益

目
頬

染
（巻

2-196）

十
五

月
之

  多
田

波
思

 （巻
13-3324）

人
麻

呂
歌

集
歌

…
1例

御
食

向
  味

原
  （巻

6-1062）

飛
鳥

　
明

日
香

 （巻
2-196）

春
花

乃
　
尓

太
要

盛
（巻

19-4211）

味
澤

相
   目

（巻
12-2934）

奴
要

鳥
能

  宇
良

奈
氣

（巻
17-3978）

安
良

多
倍

乃
（巻

15-3607異
伝

）

波
布

都
多

能
 和

可
礼

（巻
19-4220）

天
傳

  日
  （巻

17-3895）

深
海

松
之

   深
（巻

13-3302）

御
食

向
  南

淵
山

（巻
9-1709）

（
参
考
資
料
五
）
続
き

二
五
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



そ
ら

に
み

つ
…

1例

天
尓

満
　

倭
    　

（
巻

1-29）

み
こ

こ
ろ

を
…

1例

御
心

乎
　

吉
野

   （
巻

1-36）

は
な

ぢ
ら

ふ
…

1例

花
散

相
　

秋
津

   （
巻

1-36）

くし
ろ

つ
く…

1例

釼
著

  手
節

　
 　

 (巻
1-41）

さ
か

ど
り
の

…
1例

坂
鳥

乃
　
朝

越
  （巻

1-45）

ま
くさ

か
る

…
1例

 真
草

苅
  荒

野
  (巻

1-47）

さ
し

あ
が

る
…

1例

指
上

　
日

 （巻
2-167一

云
）

お
ほ

ゆ
き

の
…

1例

大
雪

乃
　

乱
　

  （巻
2-199）

ゆ
ふ

は
な

の
…

1例

木
綿

花
乃

　
榮

  （巻
2-199）

あ
き

や
ま

の
…

1例

秋
山

　
下

部
留

 （
巻

2-217）

な
よ

た
け

の
…

1例

奈
用

竹
乃

　
騰

遠
依

 (巻
2-217）

そ
ら

か
ぞ

ふ
…

1例

天
數

　
凡

津
   （

巻
2-219）

た
ま

も
よ

し
…

1例

玉
藻

吉
 　

讃
岐

（巻
2-220）

わ
か

こ
も

を
…

1例

弱
薦

乎
　獦

路
 （巻

3-239） 

と
も

し
び

の
…

1例

留
火

之
   明

   （巻
3-254）

や
ま

の
ま

ゆ
…

1例

山
際

従
　

出
雲

 （
巻

3-429）

や
く
も

さ
す

…
1例

八
雲

刺
　

出
雲

 （
巻

3-430）

た
ま

ぎ
ぬ

の
…

1例

珠
衣

乃
  狭

藍
左

謂
（
巻

4-503）

こ
と

さ
へ

く
…

2例

言
佐

敝
久

　
辛

乃
埼

（巻
2-135）

お
ほ

と
り
の

…
2例

大
鳥

乃
　
羽

易
乃

山
 （巻

2-210） 

ふ
す

ま
ぢ

を
…

2例

衾
道

乎
  引

手
乃

山
 （巻

2-212）

言
左

敝
久

　
百

濟
 （巻

2-199）

大
鳥

　
羽

易
山

 （巻
2-213）

衾
路

  引
出

山
  （巻

2-215）

人
麻

呂
歌

に
の

み
見

え
る

枕
詞

…
21例

（他
に

枕
詞

と
し

な
い

用
例

、
「あ

き
や

ま
の

」…
10例

、
「み

こ
こ

ろ
を

」…
3例

、
「と

も
し

び
の

」…
2例

、
「は

な
ぢ

ら
ふ

」…
1例

）

主
た

る
歌

人
(金

村
、
赤

人
、
憶

良
、
旅

人
、
坂

上
郎

女
、
福

麻
呂

、
虫

麻
呂

、
家

持
）の

人
麻

呂
歌

創
出

の
枕

詞
の

継
承

用
例

数

笠
金

村

山
部

赤
人

大
伴

旅
人

山
上

憶
良

大
伴

坂
上

郎
女

田
辺

福
麻

呂

高
橋

虫
麻

呂

大
伴

家
持

笠
金

村

山
部

赤
人

大
伴

旅
人

山
上

憶
良

大
伴

坂
上

郎
女

田
辺

福
麻

呂

高
橋

虫
麻

呂

大
伴

家
持

笠
金

村

山
部

赤
人

大
伴

旅
人

山
上

憶
良

大
伴

坂
上

郎
女

田
辺

福
麻

呂

高
橋

虫
麻

呂

大
伴

家
持

歌
人

名
枕

詞

歌
人

名
枕

詞

歌
人

名
枕

詞

小
計

小
計

小
計

た
ま

ほ
こ

の

2例1例1例1例

11例

16例

は
る

は
な

の

1例2例3例

あ
ま

と
ぶ

や

1例1例2例

ま
そ

か
が

み

3例2例4例9例

あ
ぢ

さ
は

ふ

1例1例2例

ま
く
ら

づ
く

1例1例2例

も
の

の
ふ

の

2例1例8例

11例

ぬ
え

ど
り
の

1例1例2例

は
る

と
り
の

1例1例2例

た
ま

づ
さ

の

1例1例2例

あ
ら

た
へ

の

1例1例

つ
が

の
き

の

1例1例2例

た
ま

か
ぎ

る

1例1例

は
ふ

つ
た

の

1例1例2例

い
り
ひ

な
す

1例1例

つ
る

ぎ
た

ち

1例1例2例

ふ
か

み
る

の

1例1例

た
く
な

は
の

1例1例

と
り
が

な
く

1例1例3例5例

も
ち

づ
き

の

1例1例

あ
ま

つ
み

づ

1例1例

つ
ゆ

し
も

の

1例3例4例

み
け

む
か

ふ

1例1例2例

ゆ
ふ

つ
づ

の

1例1例

あ
さ

も
よ

し

1例1例

あ
さ

と
り
の

1例1例

合
計

7例5例0例7例5例

11例

4例

39例

78例　

（
参
考
資
料
五
）
続
き

二
五
一

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
―
「
春
花
之
」
と
「
望
月
乃
」
の
文
字
表
現
を
中
心
に 

―




